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1 はじめに

面接試験は就職活動の中でも、最も臨機応変に対応することが必要とされている。質問に対し、正確に答えると

いう高度な要求に対して、臨機応変に応答するための練習が必要である。しかし、学生の就職活動の中で面接練習

に対する意欲の低さが見られ、練習することを軽視していることがある。その理由では、面接練習ができる環境と

フィードバックが得られる環境がないことの 2つと考えられる。面接練習をするためには質問を問い掛ける人と

質問に答える人がその場に集まり、面接練習をすることでフィードバックから改善する練習方法がある。しかし、

従来の練習方法では練習時に人が集まった時でしか練習ができず、フィードバックはその場でしか得れないとい

う問題がある。

第 2章ではこの問題をふまえて本研究の目的について述べる。第 3章では大学新卒者採用における面接評価 [1]

に基づいての評価について述べる。第 4章では本研究で開発したシステムの概要を述べる。第 5章では本研究で

開発したシステムの内容を述べる。第 6章では本研究で検証の内容を述べる。第 7章では本研究で開発したシス

テムの結果、その考察とともに述べる。第 8章には研究の成果とともに今後の課題についてまとめる。
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2 目的

面接練習が軽視されている理由として、面接練習をするための環境が構築されていないと考えられる。面接練

習をするためには練習に取り組むための環境と改善へと繋げるためのフィードバックが必要である。

本研究の目的は、面接練習ができる環境とフィードバックが受け取れる環境を構築するためのWebアプリケー

ションの開発である。本システムによって、学生の面接練習の意識向上を図ることを目指す。
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3 大学新卒者採用における面接評価

面接評価には言語的情報、非言語的情報にカテゴライズされた項目 [1]を評価対象とする。言語的情報とは志願

者の発言行為によって発信される情報であり、コンテンツとメタ情報にカテゴライズされる。コンテンツとは言

語的情報の中での発言の内容であり、主に基礎能力が問われる。基礎能力とは分析結果では、様々な評価事項の中

でも必ず含まれているものがあり、そのものを単独コードと定義する。その単独コードの中には知識・技能、価値

観と名付けられた。その中でも知識・技術は、志願者に直接その知識について尋ねることや学習した内容や学習量

を尋ねることで判断している。本研究では学生同士の面接練習であるため、同じ環境で生活しているため知識・技

術についての判断が可能と考えた。また本研究では口頭のみの面接練習のため知識・技術の項目を知識に変更し

た。メタ情報とはコンテンツ以外の要素すべてを指す。非言語的情報とは言語によって発信されるものを除いた

情報である。

本研究では表 1の項目を評価対象とする。

表 1 カテゴリと項目

カテゴリ 項目

コンテンツ 知識

メタ情報 言葉遣い

質問の答えの正確さ

表現力

対人能力

志望の強さ

非言語的情報 印象

魅力

また各評価項目に対して点数を割り当てる。点数とその点数に対する意味を表 2に示す。

表 2 評価の点数と意味

点数 意味

5 率先して採用したい

4 採用しても良い

3 特に問題はないが、判断しにくい

2 採用するには小さな問題がある

1 採用するには大きな問題がある

また点数以外の評価としてコメントを残せるようにする。
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4 面接練習支援システムの概要

本研究では、学生同士による面接練習の環境を構築と共に練習を促し、改善のサイクルを組むためのものであ

る。そのため、面接練習をしている学生の動画を撮影し、学生同士で評価をしあえるようにする。ロールプレイン

グ手法に基づいた面接練習支援システムの研究 [2]を参考にWebアプリケーションを開発した。

4.1 動作

以下にシステムの動作を示す。

1. 本システムを使用するためのアカウントを作成する

2. 評価対象となる学生の面接動画を準備する

3. 面接練習の動画をシステムに登録する

4. 登録された動画を視聴し、評価をする

5. 出演している動画の評価を閲覧し、振り返る

4.2 面接練習の動画の準備

面接練習の動画を準備するにあたって、検証に参加する学生に事前に資料を配布した。

以下の順番で動画の準備をした。

1. 面接練習の対象となる企業の情報を収集

2. 自己分析

3. 面接練習の動画を撮影

上記の項目を次項より説明する。

4.2.1 面接練習の対象となる企業の情報を収集

面接練習をするにあたって志望をする企業を 1社とその企業の特徴などの情報収集を各学生が事前に行う。志

望する業界、企業は不問である。

4.2.2 自己分析

面接練習で自分のことを話をする際の自己分析を行う。自己分析をするにあたって家族、友人に話を聞くよう

に指導をした。

4.2.3 面接練習の動画を撮影

面接は 1対 1で行い、10分以内の練習を行った。質問はあらかじめ準備をしていた項目とその返答に対する発

展した質問を行った。詳細は第 6章にて述べる。

4.3 振り返り

面接練習の動画を本システムに登録し、出演者を含み検証に参加している学生からの評価を行う。その評価か

ら次回の面接練習をする際に注意をする点などを確認し、面接の質の向上を計る。
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5 本研究で開発したシステムの内容

5.1 本システムの概要

全体の概要図を図 1に示す。主に 4つの機能を実装した。次項より各機能の解説を行う。すべての機能にユー

図 1 本システムのユーザ視点でのユーザ登録、動画のアップロード、動画の閲覧、評価の確認の操作

ザ認証が必要である。

1. ユーザ登録・認可・認証

2. 動画登録

3. 評価機能

4. 評価の集計

5.1.1 ユーザ登録・認可・認証

ユーザ登録には名前、メールアドレス、パスワードを必要とする。本学の学生向けのWebアプリケーションの

ため、ユーザ登録には FQDN*1が@ge.osaka-sandai.ac.jpのメールアドレスのみ登録が可能である。登録する際

に本人確認のために認可用のメールを送信する。認可メールには認可を得るための URLが記載されているため、

その URL先に移動するこで認可される。本システムの機能はすべてユーザ認証が必要である。面接練習の情報を

外部に漏れることを防ぐためである。ユーザ認証にはユーザ名とパスワードが必要である。ユーザ名は本学の先

頭文字「s」+学籍番号としている。パスワードは各人自由に設定ができるようにしてあり、認証時には Bcrypt

というハッシュ関数を用いている。Bcryptによって得られたハッシュ値と、データベースに登録されているユー

ザ情報のハッシュ値とで照合し、ユーザ認証を行う。ユーザ登録の例を図 2、認可メールの例を図 3、ユーザ認証

の例を図 4にそれぞれ示す。

*1 Fully Qualified Domain Name
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図 2 ユーザ登録の例 名前 (フルネーム)、メールアドレス (ge.osaka-sandai.ac.jp)、パスワード (6文字以上)

を入力する。 不正なデータが入力された際、もう一度入力を求める。

図 3 認可メールの例 ユーザ名と認可を得るの URLが記載されている。 認可を得るためには URL先に接続

することで本システムが使用可能になる。

5.1.2 動画登録

動画を登録する際、アップロード画面を設けた。アップロードをする際に必要な項目としてタイトル、評価対象

者、動画ファイルである。タイトルには面接練習の対象となる企業名、評価対象者は面接練習をしている学生、動

画ファイルは Content-typeにて定義されている video/mp4と video/quicktimeのファイルを入力する。動画の

アップロードには YouTube Data APIを使用し動画がアップロードをし、その結果をデータベースに登録する。

動画登録の例を図 5に示す。

5.1.3 評価機能

第 3章に述べた評価項目に従って評価をする。評価は一度だけで可能であり、取り消しは不可能であるため誤

送信を避けるために確認画面を設けてある。

評価機能と同時に評価をする際に面接動画の視聴機能を搭載しており、面接動画を視聴しながら評価が可能で

ある。面接動画の視聴には YouTube Iframe Player APIを使用している。図 6に動画視聴機能、図 7に評価機
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図 4 ログインの例 ユーザ名、パスワードを入力する。 ユーザ名とパスワードを照合し、一致していた場合ロ

グインが完了する。不正なデータが入力された際、もう一度入力を求める。

図 5 動画登録の例 タイトル、出演者、動画ファイルを入力する。 正当なデータの場合動画が登録される。不

正なデータが入力された際、もう一度入力を求める。

能の例をそれぞれ示す。

5.1.4 評価の集計

評価機能によって投稿された評価を動画毎に集計、平均を抽出し、出演者が各評価項目の点数を棒グラフで確認

ができる。点数は棒グラフで表示されており、x軸は平均点、y軸は動画のタイトルである。コメントは上記に面

接動画が表示されており、下部にはコメントが表示されてる。出演している動画のタイトル、投稿日時などの情

報、また各動画で得た全体評価の点数の平均値が表示されている例を図 8に示す。各動画で得た言葉遣い、質問

の答えの正確さの点数の平均値を表示している例を図 9に示す。各動画で得た対人能力、知識の点数の平均値を

表示している例を図 10に示す。各動画で得た表現力、印象の点数の平均値を表示している例を図 11に示す。各

動画で得た魅力、志望の強さの点数の平均値を表示している例を図 12に示す。出演している動画、面接練習の動

画に対してのコメントを表示している例を図 13に示す。

7



図 6 評価画面 上部 面接練習の動画を視聴するページ YouTube Iframe Player API によって YouTubeプ

レイヤーを使用している

図 7 評価画面 下部 上部に表示されている動画を視聴し、各評価の項目に適当な値をシステムに送る

5.2 システムの仕様

システムはプログラミング言語 Ruby で作成し、Ruby on Rails*2、Unicorn*3、Nginx*4、PostgreSQL*5、

YouTube Data API、YouTube Iframe APIで利用しシステムを構築した。

*2 http://rubyonrails.org/
*3 http://unicorn.bogomips.org/
*4 http://nginx.org/
*5 http://www.postgresql.org/
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図 8 スコアー確認の画面 1 上部には出演している動画のタイトル、投稿日時が表示されている。 下部は各動

画で評価された全体評価の平均値による棒グラフが表示される。

図 9 スコアー確認の画面 2 上部は各動画で評価された言葉遣いの平均値による棒グラフが表示している。 下

部は各動画で評価された質問の答えの正確さの平均値による棒グラフが表示している。

5.3 YouTube Data API

YouTube Data API [3]は Googleが提供している APIアプリケーションに YouTubeの様々な機能を扱える

APIである。動画のアップロードユーザの再生リストなどを管理することができる。デベロッパーが目的どおり

にサービスを使用できることと、不当にサービス品質を低下させたり他のリソースへのアクセスを制限したりし

てしまうアプリケーションの作成を防ぐことを目的としてクォータを使用する。その為、以下の制限がある。

1. 動画の長さは 10 分以内

2. 動画のサイズは 1 GB 以下
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図 10 スコアー確認の画面 3 上部は各動画で評価された言葉遣いの平均値による棒グラフが表示している。

下部は各動画で評価された言葉遣いの平均値による棒グラフが表示している。

図 11 スコアー確認の画面 4 上部は各動画で評価された表現力の平均値による棒グラフが表示している。 下

部は各動画で評価された印象の平均値による棒グラフが表示している。

3. 1つのアカウントで保持できる動画の最大数は 2000

本研究では事前に撮影された動画をアップロードをすることや、Youtube Iframe API に使うための動画 IDを取

得するために使用する。

5.4 YouTube Iframe API

YouTube Iflame Player API [4]は YouTube 動画プレーヤーをウェブサイトに埋め込み、JavaScript でプレー

ヤーを制御ができる。ウェブページに Flash オブジェクトを埋め込む Flash や JavaScript のプレーヤー API と

は異なり、YouTube Iframe Player API はコンテンツをページの Iframe タグに投稿する。本研究では、本システ
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図 12 スコアー確認の画面 5 上部は各動画で評価された印象の平均値による棒グラフが表示している。 下部

は各動画で評価された志望の強さの平均値による棒グラフが表示している。

図 13 コメント確認の画面 上部にはコメントが残されている面接練習の動画が表示している。 下部は上部の

面接練習に対するコメントが表示している。

ムで YouTube Data APIによってアップロードされた動画を再生するために YouTube Iframe APIを使用する。
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6 検証内容

6.1 検証の参加者

1. デザイン工学部情報システム学科 3年生・・・2人

2. デザイン工学部情報システム学科 2年生・・・3人

検証の参加者は計 5人である。また面接動画に対する評価のみの参加者は上記の 5人を除き 10人である。

6.2 方法

6.2.1 概要

検証の参加者 5人には面接練習を学生同士で 2回行い、面接の動画に対して評価を付けてもらうことにした。

6.2.2 質問

面接練習を行う際に必ずしてもらう質問を 4つ準備をし、第 4.2で調査した企業を対象に 10分以内の面接をし

てもらった。質問は下記ものである。

1. 自己 PRをお願いします。

2. 学生時代に頑張ったことはなんですか。

3. なぜ弊社を希望されましたか。

4. 今後この業界になにが必要だと思いますか。

上記の質問をしてもらい気になる点などを再度質問してもらうことにした。

6.2.3 面接練習の環境

1. 1800× 900の長方形テーブル・・・1つ

2. イス・・・2席

3. コンパクトデジタルカメラ・・・1つ

4. コンパクトデジタルカメラにための三脚・・・1つ

5. ノート PC・・・1台

6. 鉛筆・・・1本

7. ボールペンシル・・・1本

8. A4サイズの用紙・・・2枚

質問をする学生と面接を受ける学生は向き合う形でイスに座る。机には動画撮影用に三脚を付けたデジタルコン

パクトカメラを面接を受ける学生側に向け、撮影を始める。また質問をする側には A4サイズの用紙と鉛筆、ボー

ルペンシルを配布し、質問の回答をメモをしてもらうことにした。面接練習の全体を図 14に示す。 また実際の

面接練習の様子を図 15に示す。
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図 14 面接練習の全体像

図 15 面接練習の様子 1
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7 結果と考察

7.1 結果

今回結果をまとめるにあたって、面接練習支援システムの結果としてデザイン工学部情報システム学科 3年生

と 2年生から各代表一人のデータとアンケートの結果を用いる。

7.1.1 各学生の結果

7.1.2 3年生

出演している動画のタイトル、投稿日時などの情報、また各動画で得た全体評価の点数の平均値が表示されてい

る例を図 16に示す。各動画で得た言葉遣い、質問の答えの正確さの点数の平均値を表示している例を図 17に示

す。各動画で得た対人能力、知識の点数の平均値を表示している例を図 18に示す。各動画で得た表現力、印象の

点数の平均値を表示している例を図 19に示す。各動画で得た魅力、志望の強さの点数の平均値を表示している例

を図 20に示す。出演している動画、面接練習の動画に対してのコメントを表示している例を図 21に示す

3年生の結果から 2回目の面接練習の表現力の評価は 1回目の面接練習の結果から改善をすることで評価を上

げることができている。

7.1.3 2年生

出演している動画のタイトル、投稿日時などの情報、また各動画で得た全体評価の点数の平均値が表示されてい

る例を図 22に示す。各動画で得た言葉遣い、質問の答えの正確さの点数の平均値を表示している例を図 23に示

す。各動画で得た対人能力、知識の点数の平均値を表示している例を図 24に示す。各動画で得た表現力、印象の

点数の平均値を表示している例を図 25に示す。各動画で得た魅力、志望の強さの点数の平均値を表示している例

を図 26に示す。出演している動画、面接練習の動画に対してのコメントを表示している例を図 27に示す。

2年生の結果から 2回目の面接練習の言葉遣いの評価は 1回目の面接練習の結果から改善することで評価を上

げることができている。

7.1.4 アンケートの結果

またシステムを検証の参加者にアンケートを行った。アンケートは以下の条件で行った。

• 対象は検証の参加者 5名。

• Google社がサービス提供をしている Google Forms*6を使ってアンケートを実施。

• 主なアンケート項目は以下の通り
– 自分の面接練習のフィードバックが受けれる環境はどのように感じましたか?

– 他人の面接練習を評価をする環境はどのように感じましたか?

– これからも利用したいと思いますか?

このアンケートで得た回答をもとに結果をまとめる。

問 1の自分の面接練習のフィードバックが受けられる環境はどのように感じましたか？という項目には良かっ

たもしくは良くなかったの 2択の回答を設けた。結果は以下の表 3に示す。回答の理由をまとめると以下の結果

が得られた。

• いただいたフィードバックを次の面接に活かすことができる

*6 https://www.google.com/intl/ja jp/forms/about/
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• 練習を行うごとにダメだった点などの差がわかるので非常にタメになった

問 3 の他人の面接練習を評価する環境はどのように感じましたか？という項目には良かったもしくは良くな

かったの 2択の回答を設けた。結果は以下の表 4に示す。回答の理由をまとめると以下の結果が得られた。

• 自分と違う意見、考え方があり勉強になった
• 面接未経験でもどういった点を気をつけて動画を見れば良いのかがわかりやすい

問 5のこれからも利用したいと思いますか？という項目には利用したい もしくはしたくないの 2択の回答を設

けた。結果は以下の表 5に示す。

表 3 問 1の結果

項目 回答人数

良かった 5人

良くなかった 0人

表 4 問 3の結果

項目 回答人数

良かった 5人

良くなかった 0人

表 5 問 5の結果

項目 回答人数

利用したい 5人

利用したくない 0人

以上がアンケートの結果である。

二つの結果から本研究である面接ができる環境とフィードバックが受け取れる環境の構築はできた。

図 16 3回生 スコア確認の画面 1

7.2 考察

面接練習ができる環境とフィードバックが受け取れる環境の構築はできたが、以下の改善が必要と考える。

詳細は今後の課題に示す。

• 面接練習に対するモチベーションの維持
• 面接練習に対するアプローチの仕方
• 面接動画の長さの制限
• 面接動画の評価を企業ごとにカテゴリ分け

15



図 17 3回生 スコア確認の画面 2

図 18 3回生 スコア確認の画面 3
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図 19 3回生 スコア確認の画面 4

図 20 3回生 スコア確認の画面 5
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図 21 3 回生 コメント確認画面 「初めにしてはよく話せてると思います。まず話す時には気にすることは

やってきたことでも自分がどのように動いたのか、など (3回生の名前)という人を伝えれるように話してみて

ください。それだけで一気に面接がよくなりますよ、それと一番大事なことは元気を出して言ってみよう!!」と

コメントがされている。

図 22 2回生 スコア確認の画面 1
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図 23 2回生 スコア確認の画面 2

図 24 2回生 スコア確認の画面 3
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図 25 2回生 スコア確認の画面 4

図 26 2回生 スコア確認の画面 5
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図 27 2回生 コメント確認の画面 「大学名と名前の答え方は「◯◯大学○○学部○○学科から来ました◯◯

です。本日はよろしくお願いします。」的なことが言えたら OK!! なぜ弊社が良いのかというところでは、よ

かったところをもっと具体的に言ってみよう! 目線が下に行くことが多いので質問を投げてくる人の目と合わ

せよう!」とコメントされている。
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8 結論

本研究では面接練習ができる環境とフィードバックが得られる環境を構築するためのWebアプリケーションを

開発を行った。その結果、フィードバックを受けることとフィードバックをすることで自分を振り返り、どのよう

な点を気をつけるべきかを見つけることが可能となった。また先行研究 [2]との違いを以下の示す。

• 面接練習の動画が随時ネットワーク上で視聴ができる。
• 面接練習の評価が棒グラフにて可視化されている。
• 動画の視聴、動画のアップロード、動画の評価、評価の確認が本システムのみで完結する。

上記の違う点の一つである面接練習の動画が随時ネットワーク上で視聴ができることでは、先行研究 [2] は

Ustream*7という動画配信サービスを使用している。動画をローカルの環境に動画をダウンロードしての視聴は

可能ではあるが、ネットワーク上で視聴する際、Ustreamに動画をアップロードするには有料会員になる必要が

あり手間がかかる。これにより検証の参加者が自分の面接練習、もしくは他者の面接連取を視聴する際に動画ファ

イルを所持しなければならない。本システムでは YouTube*8を使用することで無料会員のまま動画をアップロー

ドができ、動画はネットワーク上で視聴ができるため、動画ファイルを所持する必要がない。

8.1 今後の課題

今後の課題は、実装ができなかった要素の実装及び、面接練習の評価の有効活用、学生個人の能力に依存せず面

接練習を活発に行えるようにすることである。上記の内容から以下の課題が考えられる。

8.1.1 モチベーションの維持

面接練習をする際、人前で話す行為に苦手意識が強く感じられた。これには学生同士の信頼度にも依存すると

思われるが、システム側では面接練習により得られた評価だけではなく、別の要素を加えることが必要である。加

える要素としてはゲーム要素であるステータスとレベル、ポイント、ルールなどを組み込むことでより活発に行え

ると考える。

8.1.2 面接練習をするためのアプローチ

Webアプリケーションにより面接練習の環境の構築及び、フィードバックが受け取れる環境は構築ができたが、

面接練習をするためのアプローチを改良していくことが望ましい。

8.1.3 面接動画の時間の制限

本稿では面接動画に対して評価をするということはできたが、面接動画に時間の制限がある。本番の面接では

短いものから長いものまであるため、様々な面接練習ができるようにすることが望ましい。

8.1.4 面接動画を企業ごとにカテゴリ分け

本研究では面接練習をするための企業を 1つだけ選出してもらい使用してもらった。面接練習をする企業は 1

つだけとは限られないため、企業ごとに面接練習の評価が必要である。

*7 http://www.ustream.tv/
*8 https://www.youtube.com/
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9 ソースコード

9.1 Controller

Listing 1 コントローラーの共通処理 (application controller.rb)

class App l i c a t i onCont ro l l e r < Act ionCont ro l l e r : : Base

class Forbidden < Act ionCont ro l l e r : : Act i onCont ro l l e rEr ro r ; end

class IpAddressRejected < Act ionCont ro l l e r : : Act i onCont ro l l e rEr ro r ; end

# Prevent CSRF a t t a c k s by r a i s i n g an excep t i on .

# For APIs , you may want to use : n u l l s e s s i o n in s t ead .

p ro t e c t f r om f o r g e r y with : : except ion

inc lude Se s s i on sHe lpe r

in c lude VideosHelper

i f ! Ra i l s . env . developmet ?

re scue f rom Exception , with : : r ender 500

re scue f rom ActiveRecord : : RecordNotFound , with : : r ender 404

re scue f rom Act ionCont ro l l e r : : RoutingError , with : : r ender 404

end

def r o u t i n g e r r o r

r a i s e Act i onCont ro l l e r : : RoutingError . new( params [ : path ] )

end

def render 404 ( e = ni l )

l o gg e r . i n f o ”Rendering 404 with except ion : #{e . message}” i f e

i f r eque s t . xhr ?

render j son : { e r r o r : ’ 404 e r r o r ’ } , s t a tu s : 404

else

format = params [ : format ] == : j son ? : j son : : html

render template : ’ e r r o r s / e r r o r 404 ’ ,

formats : format ,

s t a tu s : 404 ,

layout : ’ a pp l i c a t i o n ’ ,

content type : ’ t ex t /html ’

end

end
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def render 500 ( e = ni l )

l o gg e r . i n f o ”Rendering 500 with except ion : #{e . message}” i f e

Airbrake . n o t i f y ( e ) i f e

i f r eque s t . xhr ?

render j son : { e r r o r : ’ 500 e r r o r ’ } , s t a tu s : 500

else

format = params [ : format ] == : j son ? : j son : : html

render template : ’ e r r o r s / e r r o r 500 ’ ,

formats : format ,

s t a tu s : 500 ,

layout : ’ a pp l i c a t i o n ’ ,

content type : ’ t ex t /html ’

end

end

end
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Listing 2 認証の処理 (auths controller.rb)

class AuthsContro l l e r < App l i c a t i onCont r o l l e r

def c r e a t e

auth = reques t . env [ ’ omniauth . auth ’ ]

p auth

user = YoutubeUser . f i n d o r i n i t i a l i z e b y ( uid : auth [ ’ uid ’ ] )

user . token = auth [ ’ c r e d e n t i a l s ’ ] [ ’ token ’ ]

user . r e f r e s h t o k en = auth [ ’ c r e d e n t i a l s ’ ] [ ’ r e f r e s h t ok en ’ ]

user . name = auth [ ’ i n f o ’ ] [ ’name ’ ]

user . save

s e s s i o n [ : youtube use r id ] = user . id

f l a s h [ : s u c c e s s ] = ”Welcome , #{user . name } ! ”
r e d i r e c t t o ’ / v ideos /upload ’

end

def f a i l u r e

render t ext : ”Sorry , but the f o l l ow i ng e r r o r has occured : #{params [ :

message ] } .
P lease t ry again or contac tadmin i s t r a to r . ”

end

end
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Listing 3 セッションの処理 (sessions controller.rb)

class Se s s i o n sCon t r o l l e r < App l i c a t i onCont ro l l e r

def new

i f l o g g ed in ?

r e d i r e c t t o v ideos path

else

@t i t l e = ’ログイン ’

@login form = {}
end

end

def c r e a t e

user = User . f i nd by ( u s e r i d : params [ : id ] )

i f user && user . au thent i ca t e ( params [ : password ] ) && user . a c t i va t ed

l o g i n user

remember user

r e d i r e c t t o v ideos path

#ログイン成功時

else

#ログイン失敗時

f l a s h . now [ : danger ] = ’ユーザ名もしくはパスワードが正しくありません ’

@login form = { id : params [ : id ]}
render ’new ’

end

end

def dest roy

l og ou t

r e d i r e c t t o l og in pa th

end

end
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Listing 4 ユーザーの処理 (users controller.rb)

class Use r sCont ro l l e r < App l i c a t i onCont r o l l e r

b e f o r e a c t i o n : l o g i n ? , only : [ : index ]

p r o t e c t f r om f o r g e r y : except => [ : c r e a t e ]

def s c o r e

u s e r i d = cu r r en t u s e r . id

v i d e o i d s = Video . v i d e o i d l i s t

@videos = Video . v i d e o t i t l e l i s t ( u s e r id , v i d e o i d s )

@ove ra l l e va lua t i on da ta = Review . o v e r a l l e v a l u a t i o n a v e ( u s e r id ,

v i d e o i d s )

@speech data = Review . speech ave ( u s e r id , v i d e o i d s )

@exact answer data = Review . exact answer ave ( u s e r id , v i d e o i d s )

@communication data = Review . communication ave ( u s e r i d , v i d e o i d s )

@knowledge data = Review . knowledge ave ( u s e r id , v i d e o i d s )

@express ion data = Review . exp r e s s i on ave ( u s e r id , v i d e o i d s )

@impress ion data = Review . impre s s i on ave ( u s e r id , v i d e o i d s )

@at t rac t i v e data = Review . a t t r a c t i v e a v e ( u s e r id , v i d e o i d s )

@wish data = Review . wish ave ( u s e r id , v i d e o i d s )

end

def v i d e o l i s t

@videos = Video . where ( t a r g e t u s e r i d : cu r r en t u s e r . id ) . order ( ’ id DESC ’ ) .

page ( params [ : page ] ) . per (4 )

end

def show

@video id = params [ : id ]

@comments = Review . get comment ( cu r r en t u s e r . id , @video id )

end

def new

@reg i s t r a t i on f o rm = {}
end

def c r e a t e

user = User . new(

emai l : params [ : emai l ] ,

name : params [ : name ] ,
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pas sword d ige s t : params [ : password ] )

i f user . v a l i d ?

user . save

Act ivat i onMai l e r . a c t i v a t i o n u s e r ( user . emai l ) . d e l i v e r l a t e r

render t ext : ’入力されたメールアドレスにを送信したため、にクリックした後ログインが可能と

なります。URLURL’

else

i f user . e r r o r s [ : emai l ] . i n c lude ?( ’ i s i n v a l i d ’ )

f l a s h . now [ : ’ bg−danger ’ ] = ’メールアドレスは学生番号@ge . osaka−sandai . ac .のみ登

録ができます jp ’

e l s i f user . e r r o r s [ : emai l ] . i n c lude ?( ’ has a l r eady been taken ’ )

f l a s h . now [ : ’ bg−danger ’ ] = ’すでに登録済みです ’

e l s i f user . e r r o r s [ : pas sword d ige s t ] . i n c lude ?( ’ i s too shor t (minimum i s 6

cha ra c t e r s ) ’ )

f l a s h . now [ : ’ bg−danger ’ ] = ’パスワードは文字以上です6 ’

else

f l a s h . now [ : ’ bg−danger ’ ] = ’問題が起こりました。 もう一度やりなおしてください。 ’

end

@reg i s t r a t i on f o rm = params

render ’new ’

end

end

def a c t i v a t i o n

a c t i v a t i o n d i g e s t = params [ : id ]

i f user = User . f i nd by ( a c t i v a t i o n d i g e s t : a c t i v a t i o n d i g e s t )

user . update ( a c t i va t ed : true , a c t i v a t a t : Time . now)

r e d i r e c t t o log in path , f l a s h : { su c c e s s : ’本登録が完了しました。 ログインしてくだ

さい。 ’ }
else

render t ext : ’不正なパラメータです。 ’

end

end

pr i va t e

def l o g i n ?

r e d i r e c t t o ’ / l o g i n ’ unless l o g g ed in ?

end
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end
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Listing 5 動画の処理 (videos controller.rb)

class VideosCont ro l l e r < App l i c a t i onCont r o l l e r

b e f o r e a c t i o n : l o g i n ?

p r o t e c t f r om f o r g e r y : except => [ : upload ]

def index

@videos = Video . order ( ’ id DESC ’ ) . page ( params [ : page ] ) . per (4 )

end

def show

begin

Video . f i nd by ! ( v i d e o i d : params [ : id ] )

@ t i t l e = ’ p laye r ’

@video id = params [ : id ]

@ t i t l e s =

%w全体評価( 言葉遣い応答の的確さ対人能力知識・技術表現力印象人間的魅力対人印象好感

)

@reviewd = Review . f i nd by ( r ev i ewed use r : c u r r en t u s e r . id , v i d e o i d :

@video id )

rescue => e

render t ext : e

end

end

def new

@upload form= {}
end

def upload

i f check params ( params )

upload datas = {
auth token : cu r r en t youtube use r . token ,

v i d e o s i z e : params [ : f i l e ] . s i z e ,

v i d e o t i t l e : params [ : t i t l e ] ,

v i d eo cont en t type : params [ : f i l e ] . content type

}
upload = VideoUpload . new( upload datas )
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i f upload . setup !

i f upload . s t a r t ! ( @video )

s to r e up loaded data ( params [ : t i t l e ] , upload . v ideo id , params [ : user ] )

n o t i f i c a t i o n u p l o a d e d a l l u s e r (

u s e r i d : params [ : user ] ,

v i d e o t i t l e : params [ : t i t l e ] ,

v i d e o i d : upload . v i d e o i d

)

r e d i r e c t t o v ideos path

else

f l a s h . now [ : ’ bg−danger ’ ] = ’問題が起こったため、もう一度アップロードしてください ’

render ’new ’

end

else

token = r e f l e s h t o k e n !

cu r r en t youtube use r . update ( token : token )

f l a s h . now [ : ’ bg−danger ’ ] =

’の有効時間が過ぎているため、再発行しました。token もう一度アップロードしなおしてくだ

さい。 ’

render ’new ’

end

else

@upload form = { t i t l e : params [ : t i t l e ] , use r : params [ : user ] }
render ’new ’

end

end

pr i va t e

def l o g i n ?

r e d i r e c t t o ’ / l o g i n ’ unless l o g g ed in ?

end

def check params ( params )

i f params [ : f i l e ] . ni l ?

f l a s h . now [ : ’ bg−danger ’ ] =

’動画ファイルがありません。もう一度入力しなおしてください。 ’

return fa l se

e l s i f User . f i nd by ( id : params [ : user ] ) . ni l ?

f l a s h . now [ : ’ bg−danger ’ ] =
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’評価対象者の選択に謝りがあります。もう一度選択しなおしてください。 ’

return fa l se

end

@video = params [ : f i l e ] . read

content type = ContentType . content type (@video )

unless content type . i n c lude ?( ’ quickt ime ’ ) | | content type . i n c lude ?( ’mp4 ’ )

f l a s h . now [ : ’ bg−danger ’ ] =

’もしくはのみアップロードができます。もう度確認してください。MOVMPEG41’

return fa l se

end

true

end

def r e f l e s h t o k e n !

c l i e n t = Google : : APIClient . new

c l i e n t . au tho r i z a t i on = Signet : : OAuth2 : : C l i en t . new(

c l i e n t i d : ENV[ ’YOUTUBE CLIENT ID ’ ] ,

c l i e n t s e c r e t : ENV[ ’YOUTUBE SECRETS ’ ] ,

r e f r e s h t o k en : cu r r en t youtube use r . r e f r e sh token ,

t o k e n c r e d e n t i a l u r i : ’ https : // accounts . goog l e . com/o/oauth2/ token ’

)

c l i e n t . au tho r i z a t i on . r e f r e s h !

c l i e n t . au tho r i z a t i on . a c c e s s t oken

end

def s t o r e up loaded data ( t i t l e , v ideo id , t a r g e t u s e r i d )

up l oad u s e r i d = cu r r en t u s e r . id

begin

Video . c r e a t e (

t i t l e : t i t l e ,

v i d e o i d : v ideo id ,

up l oad u s e r i d : up load use r id ,

t a r g e t u s e r i d : t a r g e t u s e r i d

)

true

rescue

fa l se

end

end
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def n o t i f i c a t i o n u p l o a d e d a l l u s e r ( u s e r i d : , v i d e o t i t l e : , v i d e o i d : )

s end use r = User . a l l u s e r ema i l

s end use r . each do | user |
VideoMailer . n o t i f i c a t i o n up l o ad ed (

u s e r i d : u s e r i d ,

v i d e o t i t l e : v i d e o t i t l e ,

v i d e o i d : v ideo id ,

emai l : user . emai l

) . d e l i v e r l a t e r

end

end

end
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Listing 6 評価の処理 (reviews controller.rb)

class ReviewsContro l l e r < App l i c a t i onCont ro l l e r

def c r e a t e

begin

r a i s e ActiveRecord : : RecordNotFound i f Video . f i nd by ! ( v i d e o i d : params [ :

v i d e o i d ] ) . ni l ?

@review = Review . new(

u s e r i d : Video . f i nd by ( v i d e o i d : params [ : v i d e o i d ] ) . t a r g e t u s e r i d ,

r ev i ewed use r : c u r r en t u s e r . id ,

v i d e o i d : params [ : v i d e o i d ] ,

o v e r a l l e v a l u a t i o n : params [ : o v e r a l l e v a l u a t i o n ] ,

speech : params [ : speech ] ,

exact answer : params [ : exact answer ] ,

communication : params [ : communication ] ,

knowledge : params [ : knowledge ] ,

e xp r e s s i on : params [ : e xp r e s s i on ] ,

impres s ion : params [ : impres s ion ] ,

a t t r a c t i v e : params [ : a t t r a c t i v e ] ,

wish : params [ : wish ] ,

comment : params [ : comment ]

)

i f @review . va l i d ?

@review . save

render nothing : true , s t a tu s : 200

else

i f params [ : comment ] . s i z e > 255

respond to do | format |
format . j son { render j son :{ e r r o r : ”コメントは文字までです。255\n 確認し

た後、もう一度評価してください。” } ,
s t a tu s : 422 }

end

else

re spond to do | format |
format . j son {

render j son :{ e r r o r : ”点数はからまでの数字です。15 \n 確認した後、もう一
度評価してください。” } ,

s t a tu s : 422 }
end

end
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end

rescue ActiveRecord : : RecordNotFound => e

re spond to do | format |
format . j son { render j son : { e r r o r : ’存在しない動画が指定されていますID ’ } ,

s t a tu s : 422 }
end

rescue => e

re spond to do | format |
format . j son { render j son : { e r r o r : ’存在しない動画が指定されています

ID ’ } , s t a tu s : 422 }
end

end

end

end
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Listing 7 静的ページの処理 (static pages controller.rb)

class Sta t i cPage sCont ro l l e r < App l i c a t i onCont ro l l e r

def home

end

def help

end

end
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9.2 Model

Listing 8 ユーザモデルの処理 (user.rb)

class User < ActiveRecord : : Base

a t t r a c c e s s o r : remember token

has many : video , f o r e i gn k ey : ’ up l oad u s e r i d ’

# scope : l i s t , lambda{
# s e l e c t ( ’ i d use r id , name ’)

# }

has secure pas sword

# @ge . osaka−sandai . ac .のみを受け取るための定数 j p

VALID EMAIL REGEX = /\A[ s | a ] [ 0 −9 ]{2} [ a−z ] [0 −9]{3}@[ ge . osaka−sandai . ac . jp | a4w
. i s e . osaka−sandai . ac . jp ] /

VALID USER ID REGEX = /\A[ s | a ] [ 0 −9 ]{2} [ a−z ] [0−9]{3}/

# user

b e f o r e v a l i d a t i o n { s e l f . u s e r i d = emai l . sub (/@ge . osaka−sandai . ac . jp |@a4w .

i s e . osaka−sandai . ac . jp / , ’ ’ ) }
va l i d a t e s : u s e r i d , pre sence : true , l ength : { maximum: 7 } ,
format : { with : VALID USER ID REGEX}

# #はダウンケースにするemai l

be f o r e s av e { s e l f . emai l = emai l . downcase }
# #は最大文字に制限name30

va l i d a t e s : name , presence : true , l ength : { maximum: 30 }
# #は最大文字でemail255@geのみに制限 . . .

va l i d a t e s : email , p re sence : true , l ength : { maximum: 255 } ,
format : {with : VALID EMAIL REGEX} , un iqueness : true

# #は文字以上に制限password6

b e f o r e c r e a t e { s e l f . pa s sword d ige s t = User . d i g e s t ( pas sword d ige s t ) }
va l i d a t e s : password digest , pre sence : true , l ength : {minimum : 6 }

# a c t i v a t i o n d i g e s t

b e f o r e c r e a t e { s e l f . a c t i v a t i o n d i g e s t = User . new token}
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scope : a l l u s e r ema i l , −> {
where ( a c t i va t ed : true ) . s e l e c t ( : id , : emai l )

}

# 受け取った文字列をハッシュ値に返す

def s e l f . d i g e s t ( s t r i n g )

co s t = ActiveModel : : SecurePassword . min cost ? BCrypt : : Engine : :MIN COST :

BCrypt : : Engine . co s t

BCrypt : : Password . c r e a t e ( s t r i ng , co s t : c o s t )

end

# ランダムなトークンを返す

def s e l f . new token

SecureRandom . u r l s a f e b a s e 6 4

end

# 永続的なセッションで使用するユーザをデータベースに記憶する

def remember

s e l f . remember token = User . new token

upda t e a t t r i bu t e ( : remember digest , User . d i g e s t ( remember token ) )

end

# 渡されたトークンがダイジェストといっちしたらを返す t rue

def authent i ca ted ?( remember token )

BCrypt : : Password . new( remember digest ) . i s pas sword ?( remember token )

end

def f o r g e t

upda t e a t t r i bu t e ( : remember digest , ni l )

end

end
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Listing 9 動画モデルの処理 (video.rb)

class Video < ActiveRecord : : Base

be l ong s t o : user , f o r e i gn k ey : ’ up l oad u s e r i d ’

has many : reviews , primary key : ’ v i d e o i d ’ , f o r e i gn k ey : ’ v i d e o i d ’

scope : v i d e o i d l i s t , −> { r eo rde r ( : c r e a t ed a t ) . s e l e c t ( : v i d e o i d ) }
scope : v i d e o t i t l e l i s t , −> ( u s e r id , v i d e o i d s ) {

where ( t a r g e t u s e r i d : u s e r id , v i d e o i d : v i d e o i d s ) . s e l e c t ( : t i t l e , :

v ideo id , : c r e a t ed a t )

}

# t i t l e

# 空はなし最大文字数文字 30

va l i d a t e s : t i t l e , pre sence : true , l ength : { maximum: 30 }

# v i d e o i d

# 空はなし

va l i d a t e s : v ideo id , pre sence : true

# up l oad u s e r i d

#空なし 整数のみ

va l i d a t e s : up load use r id , pre sence : true , numer i ca l i t y : { on l y i n t e g e r :

true }

#t a r g e t u s e r i d

#空なし 整数のみ

va l i d a t e s : t a r g e t u s e r i d , pre sence : true , numer i ca l i t y : { on l y i n t e g e r :

true }
end
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Listing 10 評価モデルの処理 (review.rb)

class Review < ActiveRecord : : Base

be l ong s t o : video , primary key : ’ v i d e o i d ’ , f o r e i gn k ey : ’ v i d e o i d ’

scope : reviewed ? , −> ( u s e r id , v i d e o i d ) {
where ( v i d e o i d : v ideo id , r ev i ewed use r : u s e r i d )

}
va l i d a t e s : u s e r i d , pre sence : true

va l i d a t e s : r ev i ewed user , pre sence : true

va l i d a t e s : v ideo id , pre sence : true

va l i d a t e s : o v e r a l l e v a l u a t i o n , pre sence : true ,

numer i ca l i t y : { on l y i n t e g e r : true } , l ength : { i s : 1 } , format : { with : /\A
[1−5]/}

va l i d a t e s : speech , pre sence : true ,

numer i ca l i t y : { on l y i n t e g e r : true } , l ength : { i s : 1 } , format : { with : /\A
[1−5]/}

va l i d a t e s : exact answer , pre sence : true ,

numer i ca l i t y : { on l y i n t e g e r : true } , l ength : { i s : 1 } , format : { with : /\A
[1−5]/}

va l i d a t e s : communication , pre sence : true ,

numer i ca l i t y : { on l y i n t e g e r : true } , l ength : { i s : 1 } , format : { with : /\A
[1−5]/}

va l i d a t e s : knowledge , pre sence : true ,

numer i ca l i t y : { on l y i n t e g e r : true } , l ength : { i s : 1 } , format : { with : /\A
[1−5]/}

va l i d a t e s : expres s ion , pre sence : true ,

numer i ca l i t y : { on l y i n t e g e r : true } , l ength : { i s : 1 } , format : { with : /\A
[1−5]/}

va l i d a t e s : impress ion , pre sence : true ,

numer i ca l i t y : { on l y i n t e g e r : true } , l ength : { i s : 1 } , format : { with : /\A
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[1−5]/}

va l i d a t e s : a t t r a c t i v e , pre sence : true ,

numer i ca l i t y : { on l y i n t e g e r : true } , l ength : { i s : 1 } , format : { with : /\A
[1−5]/}

va l i d a t e s : wish , pre sence : true ,

numer i ca l i t y : { on l y i n t e g e r : true } , l ength : { i s : 1 } , format : { with : /\A
[1−5]/}

va l i d a t e s : comment , l ength : { minimum : 0 , maximum: 255 }

scope : o v e r a l l e v a l u a t i o n av e , −> ( u s e r id , v i d e o i d s ) {
j o i n s ( : v ideo ) . where ( u s e r i d : u s e r id , v i d e o i d : v i d e o i d s ) . group ( : t i t l e ) .

average ( : o v e r a l l e v a l u a t i o n )

}
scope : speech ave , −> ( u s e r id , v i d e o i d s ) {

j o i n s ( : v ideo ) . where ( u s e r i d : u s e r id , v i d e o i d : v i d e o i d s ) . group ( : t i t l e ) .

average ( : speech )

}
scope : exact answer ave , −> ( u s e r id , v i d e o i d s ) {

j o i n s ( : v ideo ) . where ( u s e r i d : u s e r id , v i d e o i d : v i d e o i d s ) . group ( : t i t l e ) .

average ( : exact answer )

}
scope : communication ave , −> ( u s e r id , v i d e o i d s ) {

j o i n s ( : v ideo ) . where ( u s e r i d : u s e r id , v i d e o i d : v i d e o i d s ) . group ( : t i t l e ) .

average ( : communication )

}
scope : knowledge ave , −> ( u s e r id , v i d e o i d s ) {

j o i n s ( : v ideo ) . where ( u s e r i d : u s e r id , v i d e o i d : v i d e o i d s ) . group ( : t i t l e ) .

average ( : knowledge )

}
scope : expre s s i on ave , −> ( u s e r id , v i d e o i d s ) {

j o i n s ( : v ideo ) . where ( u s e r i d : u s e r id , v i d e o i d : v i d e o i d s ) . group ( : t i t l e ) .

average ( : exp r e s s i on )

}
scope : impress ion ave , −> ( u s e r id , v i d e o i d s ) {

j o i n s ( : v ideo ) . where ( u s e r i d : u s e r id , v i d e o i d : v i d e o i d s ) . group ( : t i t l e ) .

average ( : impres s ion )

}
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scope : a t t r a c t i v e av e , −> ( u s e r id , v i d e o i d s ) {
j o i n s ( : v ideo ) . where ( u s e r i d : u s e r id , v i d e o i d : v i d e o i d s ) . group ( : t i t l e ) .

average ( : a t t r a c t i v e )

}
scope : wish ave , −> ( u s e r id , v i d e o i d s ) {

j o i n s ( : v ideo ) . where ( u s e r i d : u s e r id , v i d e o i d : v i d e o i d s ) . group ( : t i t l e ) .

average ( : wish )

}

scope : get comment , −> ( u s e r id , v i d e o i d ) {
j o i n s ( : v ideo ) . where ( u s e r i d : u s e r id , v i d e o i d : v i d e o i d ) . s e l e c t ( : comment )

}
end
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Listing 11 YouTubeモデルの処理 (youtube user.rb)

class YoutubeUser < ActiveRecord : : Base

end
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9.3 View

9.3.1 Layout

Listing 12 Webページの共通のページ (application.html.slim)

doctype html

html lang=” ja ”

head

meta cha r s e t=”utf−8”

meta http−equiv=”X−UA−Compatible” content=”IE=Edge , chrome=1”

meta name=”viewport ” content=”width=device−width , i n i t i a l −s c a l e =1.0”

t i t l e= con t en t f o r ? ( : t i t l e ) ? y i e l d ( : t i t l e ) : ” Inte rv i ew ”

= c s r f me t a t a g s

= s t y l e s h e e t l i n k t a g ” app l i c a t i o n ” , : media => ” a l l ”

= f a v i c o n l i n k t a g ’ apple−touch−icon−144x144−precomposed . png ’ , : r e l => ’

apple−touch−icon−precomposed ’ , : type => ’ image/png ’ , : s i z e s => ’144

x144 ’

= f a v i c o n l i n k t a g ’ apple−touch−icon−114x114−precomposed . png ’ , : r e l => ’

apple−touch−icon−precomposed ’ , : type => ’ image/png ’ , : s i z e s => ’114

x114 ’

= f a v i c o n l i n k t a g ’ apple−touch−icon−72x72−precomposed . png ’ , : r e l => ’

apple−touch−icon−precomposed ’ , : type => ’ image/png ’ , : s i z e s => ’72 x72 ’

= f a v i c o n l i n k t a g ’ apple−touch−icon−precomposed . png ’ , : r e l => ’ apple−
touch−icon−precomposed ’ , : type => ’ image/png ’

= f a v i c o n l i n k t a g ’ f av i con . ico ’ , : r e l => ’ sho r t cut icon ’

= c s r f me t a t a g s

= j a v a s c r i p t i n c l u d e t a g ” app l i c a t i o n ”

= j a v a s c r i p t i n c l u d e t a g ”//www. goog l e . com/ j s a p i ” , ” cha r tk i ck ”

/ ! Le HTML5 shim , f o r IE6−8 support o f HTML elements

/ [ i f l t IE 9 ]

= j a v a s c r i p t i n c l u d e t a g ”// cdnj s . c l o u d f l a r e . com/ ajax / l i b s / html5shiv

/3 . 7 . 2 / html5shiv . min . j s ”

body

== render ’ l ayout s /header ’

. c on ta ine r

= y i e l d

== render ’ l ayout s / f oo t e r ’

46



Listing 13 Webページの共通のヘッダー ( header.html.slim)

nav . navbar . navbar−de f au l t

. navbar−header

button . navbar−t o gg l e data−t ogg l e=” c o l l a p s e ” data−t a r g e t=”#top−nav” type=

”button”

span . icon−bar

span . icon−bar

span . icon−bar

#top−nav . c o l l a p s e . navbar−c o l l a p s e

u l . nav . navbar−nav . navbar−r i g h t

− i f l o g g ed in ?

l i = l i n k t o ”ホーム” , v ideos path

/ l i = l i n k t o ”マイページ” , user mypage path

l i . dropdown r o l e=” pr e s en ta t i on ”

a . dropdown toggle data−t ogg l e=”dropdown” hr e f=”#” r o l e=”button”

ar ia−haspopup=” true ” ar ia−expanded=” f a l s e ” マイペー

ジ

ul . dropdown−menu

l i = l i n k t o ”スコアを見る” , u s e r s c o r e pa th

l i = l i n k t o ”コメントを見る” , u s e r v id eo pa th

l i = l i n k t o ”アップロード” , new upload path

l i = l i n k t o ”ログアウト” , logout path , method : ” d e l e t e ”

− e l s e

l i = l i n k t o トップページ ’ ’ , r oot path

l i = l i n k t o ”ログイン” , l og in path , method : ” get ”

47



Listing 14 Webページの共通のフッター ( footer.html.slim)

f o o t e r . f o o t e r

smal l . text−r i g h t Copyright&copy ;2016 Kodai Takahashi
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9.3.2 Auths

Listing 15 作成用のページ (create.html.slim)

= debug @auth

= debug @resu l t . data
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9.3.3 Sessions

Listing 16 新規作成用ページ (new.html.slim)

. page header

h1 ログイン

. row

. co l−md−6. co l−md−o f f s e t −3

− f l a s h . each do | key , va lue |
p . bg−danger . text−cente r #{value }

= form tag log in path , method : ’ post ’ , c l a s s : ’ form−hor i zonta l ’ do

= l a b e l t a g ’ user−name ’ , ユーザ名 ’ ’

= t e x t f i e l d t a g : id , ( params [ : id ] | | @login form [ : id ] ) , c l a s s : ’ form−
cont ro l ’ , r equ i r ed : ’ true ’

= l a b e l t a g ’ password ’ , パスワード ’ ’

= pa s swo rd f i e l d t a g : password , ’ ’ , c l a s s : ’ form−cont ro l ’ , r equ i r ed : ’

true ’

. row

. co l−sm−12

. text−cente r

= submit tag ログイン

’ ’ , c l a s s : ”btn btn−l g btn−primary center−block ”

= l i n k t o ”アカウントを作成” , u s e r r e g i s t r a t i o n p a t h
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9.3.4 Users

Listing 17 閲覧用のページ (show.html.slim)

. movie−wrap

i f rame s r c=” https : //www. youtube . com/embed/#{@video id }”

. comment . r e s c e n t e r

− i f @comments . empty?

blockquote

p コメントはまだありません。

− e l s e

u l . l i s t −group

− @comments . each do | comment |
− un l e s s comment . comment . empty?

l i . l i s t −group−item #{comment . comment}
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Listing 18 新規作成用のページ (new.html.slim)

. page−header

h1 ユーザアカウントを作成

− f l a s h . each do | key , va lue |
p . bg−danger . text−cente r #{value }

= form tag c r ea t e u s e r pa th , method : ’POST’ , c l a s s : ’ form−ho r i z o t a l ’ do

. row

. co l−md−6. co l−md−o f f s e t −3

= l a b e l t a g ’name ’ , 名前 ’ ’

= t e x t f i e l d t a g : name , ( params [ : name ] | | @reg i s t r a t i on f o rm [ : name ] ) ,

r equ i r ed : ’ true ’ , c l a s s : ” form−c on t r o l input−search−word” ,

p l a c eho ld e r : フルネーム

’ ’

p

|
smal l フルネームでお願いします

= l ab e l t a g ’ mail ’ , メールアドレス ’ ’

= ema i l f i e l d t a g : email , ( params [ : emai l ] | | @reg i s t r a t i on f o rm [ : emai l ] ) ,

r equ i r ed : ’ true ’ , c l a s s : ” form−c on t r o l input−search−word” ,

p l a c eho ld e r : ’学生番号

s@ge . osaka−sandai . ac . jp ’

p

|
smal l 学生番号s@ge . osaka−sandai . ac .のメールアドレスを入力してください。 jp

= l a b e l t a g ’ password ’ , パスワード ’ ’

= pa s swo rd f i e l d t a g : password , ’ ’ , r equ i r ed : ’ true ’ , c l a s s : ” form−
c on t r o l input−search−word”

p

|
smal l ※文字以上にしてください6

. row

. co l−xs−4. co l−xs−o f f s e t −5.mt

= submit tag ユーザ登録 ’ ’ , id : ’ c reate ’ , c l a s s : ”btn btn−l g btn−primary”

= image tag ’ l oade r . g i f ’ , id : ’ loader ’ , c l a s s : ’ hidden ’

j a v a s c r i p t :

$( ’# create ’ ) . c l i c k ( func t i on ( ) {
i f ( conf i rm ( ”上記の情報でアカウントを作成していいですか？” ) ) {
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i f ( $( ’#password ’ ) . va l ( ) != ’ ’ )

i f ( $( ’#name ’ ) . va l ( ) != ’ ’ )

i f ( $( ’# email ’ ) . va l ( ) . match (/ ( ge . osaka−sandai . ac . jp | a4w . i s e . osaka−
sandai . ac . jp ) / ) )

$( ’# loader ’ ) . removeClass ( ’ hidden ’ ) ;

} e l s e
re turn f a l s e ;

}) ;
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Listing 19 スコアー閲覧用のページ (score.html.slim)

h2 出演している動画

. row

. video−d e t a i l

t ab l e . t ab l e .m0

t r

th #

th タイトル

th 投稿日時

− @videos . each wi th index do | video , i |
t r . c l i c k ab l e−row data−hr e f=”/ v ideos/#{video . v i d e o i d }”

th . text−cente r #{ i }
th = l i n k t o ”#{video . t i t l e }” , h r e f : ”/ v ideos/#{video . v i d e o i d }”
th #{video . c r e a t ed a t . s t r f t ime ( ’%Y/%m/%d %H:%M’ ) }

h2 全体評価

= column chart @ove ra l l e va lua t i on da ta , min : 0 , max : 5

h2 言葉遣い

= column chart @speech data , min : 0 , max : 5

h2 質問の答えの正確さ

= column chart @exact answer data , min : 0 , max : 5

h2 対人能力

= column chart @communication data , min : 0 , max : 5

h2 知識

= column chart @knowledge data , min : 0 , max : 5

h2 表現力

= column chart @express ion data , min : 0 , max : 5

h2 印象

= column chart @impress ion data , min : 0 , max : 5

h2 魅力

= column chart @att rac t ive data , min : 0 , max : 5

h2 志望の強さ

= column chart @wish data , min : 0 , max : 5
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Listing 20 出演している動画リストのページ (video list.html.slim)

. page−header

h1 出演している面接動画

. row

= pa g e e n t r i e s i n f o @videos

− @videos . each do | video |
. l i s t −group

a . l i s t −group−item . a c t i v e h r e f=”/ user / v ideos/#{video . v i d e o i d }”
h4 . l i s t −group−item−heading . text−cente r = video . t i t l e

h4 . l i s t −group−item−t ex t . text−r i g h t 投稿日時

#{video . c r e a t ed a t . s t r f t ime ( ’%Y/%m/%d %H:%M’ ) }
= paginate @videos

55



9.3.5 Videos

Listing 21 動画リストのページ (index.html.slim)

. page−header

h1 面接動画

. row

= pa g e e n t r i e s i n f o @videos

− @videos . each do | video |
. l i s t −group

a . l i s t −group−item . a c t i v e h r e f=”/ v ideos/#{video . v i d e o i d }”
h4 . l i s t −group−item−heading . text−cente r = video . t i t l e

h4 . l i s t −group−item−t ex t . text−cente r 評価対象者

#{User . f i nd ( v ideo . t a r g e t u s e r i d ) . name}
− un l e s s reviewed ?( cu r r en t u s e r . id , v ideo . v i d e o i d ) . empty?

h4 . l i s t −group−item−t ex t . text−cente r 評価済み

h4 . l i s t −group−item−t ex t . text−r i g h t 投稿日時

#{video . c r e a t ed a t . s t r f t ime ( ’%Y/%m/%d %H:%M’ ) }
= paginate @videos
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Listing 22 動画の視聴と評価のページ (show.html.slim)

. movie−wrap

i f rame s r c=” https : //www. youtube . com/embed/#{@video id }”
/ . form

#r e s u l t . r e s c e n t e r

− i f @reviewd . n i l ?

= render ’ form ’ , item : @reviewd

− e l s e

. row

. c ente r

p レビューが完了しています。

j a v a s c r i p t :

$( ’# review form ’ )

. on ( ” ajax : su c c e s s ” , f unc t i on ( e , data , s tatus , xhr ) {
$( ’# review form ’ ) . h ide ( ) ;

r e turn $( ’# r e su l t ’ ) . append ( ’<p>レビューを受け付けました。<a href= ”/ v ideos ”> ホー

ム</a> </p> ’ ) ;

})
. on ( ” ajax : e r r o r ” , f unc t i on ( e , xhr , s tatus , e r r o r ) {

var e r r o r = xhr . responseJSON . e r r o r ;

a l e r t ( e r r o r ) ;

}) ;
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Listing 23 動画記録のページ (show.html.slim)

. page−header

h1 アップロード

. row

. co l−md−6. co l−md−o f f s e t −3

− f l a s h . each do | key , va lue |
p . bg−danger . text−cente r #{value }

. form−group

= form tag v ideos up load path , mult ipart : ’ true ’ , id : ’ v ideo upload ’ ,

method : ’POST’ do

= l a b e l t a g ’ t i t l e ’ , タイトル ’ ’

= t e x t f i e l d t a g : t i t l e , ( params [ : t i t l e ] | | @upload form [ : t i t i l e ] ) ,

r equ i r ed : true , c l a s s : ” form−c on t r o l input−search−word”

= l a b e l t a g ’ target ’ , 評価対象者 ’ ’

= s e l e c t t a g : user , o p t i o n s f o r s e l e c t ( g e t u s e r l i s t .map { | user | [

u se r . name , user . id ]} , s e l e c t e d : ( params [ : user ] | | @upload form [ :

user ] ) ) , c l a s s : ’ form−cont ro l ’

= l a b e l t a g ’movie ’ , ’ 動画 ’

= f i l e f i e l d t a g ’ f i l e ’ , accept : ” v ideo /quicktime , v ideo /mp4 , v ideo / av i ”

p

|
smal l ファイルもしくはファイルで分以内の動画を指定してくださいmovmp410

. co l−xs−4. co l−xs−o f f s e t −4.mt

= submit tag アップロード

’ ’ , id : ”upload” , c l a s s : ”btn btn−l g btn−primary”

= image tag ’ l oade r . g i f ’ , c l a s s : ’ hidden ’ , a l t : ’ Uploading . . . ’ , id : ’

loader ’

− un l e s s cu r r en t youtube use r

= l i n k t o ’ author i ze ’ , ’/ auth/ google oauth2 ’

j a v a s c r i p t :

$( ’#upload ’ ) . c l i c k ( func t i on ( ) {
i f ( conf i rm ( ”アップロードをしていいですか?\n 動画ファイルが大きいほど時間がかかります。” ) ) {

i f ( $( ’# t i t l e ’ ) . va l ( ) != ’ ’ )

i f ( $( ’# f i l e ’ ) . va l ( ) != ’ ’ )

$( ’# loader ’ ) . removeClass ( ’ hidden ’ ) ;

} e l s e
re turn f a l s e ;

}) ;
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Listing 24 動画評価の部分テンプレート ( form.html.slim)

= form tag c r ea t e r ev i ew path , method : ’ post ’ , remote : true , id : ’ review form

’ , c l a s s : ’ form−hor i zonta l ’ do

. form−group .mt

= l a b e l t a g ’ ov e r a l l−eva luat ion総合評価 ’ , ’ ’ , c l a s s : ’ co l−sm−3 contro l−l abe l ’

. co l−sm−6

= s e l e c t t a g : o v e r a l l e v a l u a t i o n , o p t i o n s f o r s e l e c t ( ( 1 . . 5 ) .map { | i | [ i

, i ] } , s e l e c t e d : ”3” ) , c l a s s : ’ form−cont ro l ’

. form−group .mt

= l a b e l t a g ’ speech ’ , 言葉遣い ’ ’ , c l a s s : ’ co l−sm−3 contro l−l abe l ’

. co l−sm−6

= s e l e c t t a g : speech , o p t i o n s f o r s e l e c t ( ( 1 . . 5 ) .map { | i | [ i , i ] } ,
s e l e c t e d : ”3” ) , c l a s s : ’ form−cont ro l ’

. form−group .mt

= l a b e l t a g ’ exact−answer ’ , 質問の答えの正確さ

’ ’ , c l a s s : ’ co l−sm−3 contro l−l abe l ’

. co l−sm−6

= s e l e c t t a g : exact answer , o p t i o n s f o r s e l e c t ( ( 1 . . 5 ) .map { | i | [ i , i ]

} , s e l e c t e d : ”3” ) , c l a s s : ’ form−cont ro l ’

. form−group .mt

= l a b e l t a g ’ communication ’ , 対人能力 ’ ’ , c l a s s : ’ co l−sm−3 contro l−l abe l ’

. co l−sm−6

= s e l e c t t a g : communication , o p t i o n s f o r s e l e c t ( ( 1 . . 5 ) .map { | i | [ i , i ]

} , s e l e c t e d : ”3” ) , c l a s s : ’ form−cont ro l ’

. form−group .mt

= l a b e l t a g ’ knowledge ’ , 知識 ’ ’ , c l a s s : ’ co l−sm−3 contro l−l abe l ’

. co l−sm−6

= s e l e c t t a g : knowledge , o p t i o n s f o r s e l e c t ( ( 1 . . 5 ) .map { | i | [ i , i ] } ,
s e l e c t e d : ”3” ) , c l a s s : ’ form−cont ro l ’

. form−group .mt

= l a b e l t a g ’ expres s ion ’ , 表現力 ’ ’ , c l a s s : ’ co l−sm−3 contro l−l abe l ’

. co l−sm−6

= s e l e c t t a g : expres s ion , o p t i o n s f o r s e l e c t ( ( 1 . . 5 ) .map { | i | [ i , i ] } ,
s e l e c t e d : ”3” ) , c l a s s : ’ form−cont ro l ’

. form−group .mt
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= l ab e l t a g ’ impress ion ’ , 印象 ’ ’ , c l a s s : ’ co l−sm−3 contro l−l abe l ’

. co l−sm−6

= s e l e c t t a g : impress ion , o p t i o n s f o r s e l e c t ( ( 1 . . 5 ) .map { | i | [ i , i ] } ,
s e l e c t e d : ”3” ) , c l a s s : ’ form−cont ro l ’

. form−group .mt

= l a b e l t a g ’ a t t r a c t i v e ’ , 魅力 ’ ’ , c l a s s : ’ co l−sm−3 contro l−l abe l ’

. co l−sm−6

= s e l e c t t a g : a t t r a c t i v e , o p t i o n s f o r s e l e c t ( ( 1 . . 5 ) .map { | i | [ i , i ] } ,
s e l e c t e d : ”3” ) , c l a s s : ’ form−cont ro l ’

. form−group .mt

= l a b e l t a g ’ wish ’ , 志望の強さ ’ ’ , c l a s s : ’ co l−sm−3 contro l−l abe l ’

. co l−sm−6

= s e l e c t t a g : wish , o p t i o n s f o r s e l e c t ( ( 1 . . 5 ) .map { | i | [ i , i ] } ,
s e l e c t e d : ”3” ) , c l a s s : ’ form−cont ro l ’

. form−group .mt

= l a b e l t a g ’ comment ’ , 面接に対するコメント ’ ’ , c l a s s : ’ co l−sm−3 contro l−l abe l ’

. co l−sm−6

= t ex t a r e a t a g : comment , ’ ’ , c l a s s : ’ form−cont ro l ’ , s i z e : ”5x10” ,

maxlength : ’255 ’

p

|
smal l ※必須でありません。文字以内のコメントでよろしくお願いします。 255

. row

. r e s c e n t e r

= h i d d e n f i e l d t a g : v ideo id , @video id

= submit tag 評価を送信 ’ ’ , id : ’ send review ’ , c l a s s : ”btn btn−l g btn−
primary” , data : { conf i rm : ”評価を送信しますか？ ※度送信すると変更ができません

1” }
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9.3.6 ActivationMailer

Listing 25 認可用のメールの本文 (activation user.text.erb)

<%= @user .name %>様へようこそ。

In te rv i ewのアカウントの仮登録は成功しました。

In te rv i ewユーザ名は

<%= @user . u s e r i d%> です。まだ仮登録のため下記のにアクセスしていただくことでログインが可能とな

ります。

URL

<%= @ac t i va t i on u r l %>のご協力ありがとうございます。

In te rv i ew
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Listing 26 動画を記録した際に全ユーザに通知するメールの本文 (notification uploaded.text.erb)

からのお知らせです。

In te rv i ew動画が投稿されました。タイトル

: <%= @mai l body information [ : v i d e o t i t l e ] %>出演者

: <%= @mai l body information [ : c a s t ] %>

URL: <%= @mai l body information [ : v i d e o u r l ] %>評価のほうよろしくお願いします。いつ

ものご協力ありがとうございます。

In te rv i ew
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9.3.7 Error

Listing 27 404ページ (404.html)

< !DOCTYPE html>

<html>

<head>

<t i t l e>The page you were l ook ing f o r doesn ’ t e x i s t (404)</ t i t l e>

<meta name=”viewport ” content=”width=device−width , i n i t i a l −s c a l e=1”>

<style>

body {
background−c o l o r : #EFEFEF;

c o l o r : #2E2F30 ;

text−a l i g n : c en t e r ;

font−f ami ly : a r i a l , sans−s e r i f ;

margin : 0 ;

}

div . d i a l o g {
width : 95%;

max−width : 33em;

margin : 4em auto 0 ;

}

div . d i a l o g > div {
border : 1px s o l i d #CCC;

border−r i ght−c o l o r : #999;

border−l e f t −c o l o r : #999;

border−bottom−c o l o r : #BBB;

border−top : #B00100 s o l i d 4px ;

border−top−l e f t −rad iu s : 9px ;

border−top−r i ght−rad iu s : 9px ;

background−c o l o r : white ;

padding : 7px 12% 0 ;

box−shadow : 0 3px 8px rgba (50 , 50 , 50 , 0 . 17 ) ;

}

h1 {
font−s i z e : 100%;

c o l o r : #730E15 ;

l i n e−he ight : 1 . 5em;
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}

div . d i a l o g > p {
margin : 0 0 1em;

padding : 1em;

background−c o l o r : #F7F7F7 ;

border : 1px s o l i d #CCC;

border−r i ght−c o l o r : #999;

border−l e f t −c o l o r : #999;

border−bottom−c o l o r : #999;

border−bottom−l e f t −rad iu s : 4px ;

border−bottom−r i ght−rad iu s : 4px ;

border−top−c o l o r : #DADADA;

c o l o r : #666;

box−shadow : 0 3px 8px rgba (50 , 50 , 50 , 0 . 17 ) ;

}
</ style>

</head>

<body>

< !−− This f i l e l i v e s in pu b l i c /404.html −−>
<div class=” d i a l o g ”>

<div>

<h1>The page you were l ook ing f o r doesn ’ t e x i s t .</h1>

<p>You may have mistyped the address or the page may have moved .</p>

</div>

<p> I f you are the app l i c a t i o n owner check the l o g s f o r more in fo rmat ion .</

p>

</div>

</body>

</html>
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Listing 28 422ページ (422.html)

< !DOCTYPE html>

<html>

<head>

<t i t l e>The change you wanted was r e j e c t e d (422)</ t i t l e>

<meta name=”viewport ” content=”width=device−width , i n i t i a l −s c a l e=1”>

<style>

body {
background−c o l o r : #EFEFEF;

c o l o r : #2E2F30 ;

text−a l i g n : c en t e r ;

font−f ami ly : a r i a l , sans−s e r i f ;

margin : 0 ;

}

div . d i a l o g {
width : 95%;

max−width : 33em;

margin : 4em auto 0 ;

}

div . d i a l o g > div {
border : 1px s o l i d #CCC;

border−r i ght−c o l o r : #999;

border−l e f t −c o l o r : #999;

border−bottom−c o l o r : #BBB;

border−top : #B00100 s o l i d 4px ;

border−top−l e f t −rad iu s : 9px ;

border−top−r i ght−rad iu s : 9px ;

background−c o l o r : white ;

padding : 7px 12% 0 ;

box−shadow : 0 3px 8px rgba (50 , 50 , 50 , 0 . 17 ) ;

}

h1 {
font−s i z e : 100%;

c o l o r : #730E15 ;

l i n e−he ight : 1 . 5em;

}
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div . d i a l o g > p {
margin : 0 0 1em;

padding : 1em;

background−c o l o r : #F7F7F7 ;

border : 1px s o l i d #CCC;

border−r i ght−c o l o r : #999;

border−l e f t −c o l o r : #999;

border−bottom−c o l o r : #999;

border−bottom−l e f t −rad iu s : 4px ;

border−bottom−r i ght−rad iu s : 4px ;

border−top−c o l o r : #DADADA;

c o l o r : #666;

box−shadow : 0 3px 8px rgba (50 , 50 , 50 , 0 . 17 ) ;

}
</ style>

</head>

<body>

< !−− This f i l e l i v e s in pu b l i c /422.html −−>
<div class=” d i a l o g ”>

<div>

<h1>The change you wanted was r e j e c t e d .</h1>

<p>Maybe you t r i e d to change something you didn ’ t have ac c e s s to .</p>

</div>

<p> I f you are the app l i c a t i o n owner check the l o g s f o r more in fo rmat ion .</

p>

</div>

</body>

</html>
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Listing 29 500ページ (500.html)

< !DOCTYPE html>

<html>

<head>

<t i t l e>We’ re sorry , but something went wrong (500)</ t i t l e>

<meta name=”viewport ” content=”width=device−width , i n i t i a l −s c a l e=1”>

<style>

body {
background−c o l o r : #EFEFEF;

c o l o r : #2E2F30 ;

text−a l i g n : c en t e r ;

font−f ami ly : a r i a l , sans−s e r i f ;

margin : 0 ;

}

div . d i a l o g {
width : 95%;

max−width : 33em;

margin : 4em auto 0 ;

}

div . d i a l o g > div {
border : 1px s o l i d #CCC;

border−r i ght−c o l o r : #999;

border−l e f t −c o l o r : #999;

border−bottom−c o l o r : #BBB;

border−top : #B00100 s o l i d 4px ;

border−top−l e f t −rad iu s : 9px ;

border−top−r i ght−rad iu s : 9px ;

background−c o l o r : white ;

padding : 7px 12% 0 ;

box−shadow : 0 3px 8px rgba (50 , 50 , 50 , 0 . 17 ) ;

}

h1 {
font−s i z e : 100%;

c o l o r : #730E15 ;

l i n e−he ight : 1 . 5em;

}
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div . d i a l o g > p {
margin : 0 0 1em;

padding : 1em;

background−c o l o r : #F7F7F7 ;

border : 1px s o l i d #CCC;

border−r i ght−c o l o r : #999;

border−l e f t −c o l o r : #999;

border−bottom−c o l o r : #999;

border−bottom−l e f t −rad iu s : 4px ;

border−bottom−r i ght−rad iu s : 4px ;

border−top−c o l o r : #DADADA;

c o l o r : #666;

box−shadow : 0 3px 8px rgba (50 , 50 , 50 , 0 . 17 ) ;

}
</ style>

</head>

<body>

< !−− This f i l e l i v e s in pu b l i c /500.html −−>
<div class=” d i a l o g ”>

<div>

<h1>We’ re sorry , but something went wrong .</h1>

</div>

<p> I f you are the app l i c a t i o n owner check the l o g s f o r more in fo rmat ion .</

p>

</div>

</body>

</html>
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9.4 Mailers

Listing 30 メールの設定 (application mailer.rb)

class Appl i ca t i onMai l e r < ActionMai ler : : Base

d e f au l t from : ” andrewlabtest@gmail . com”

end
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Listing 31 認可用のメールの処理 (activation mailer.rb)

class Act ivat i onMai l e r < Appl i ca t i onMai l e r

def a c t i v a t i o n u s e r ( u s e r ema i l )

@user = User . f i nd by ( emai l : u s e r ema i l )

case Ra i l s . env

when ’ development ’ | | ’ t e s t ’

@ac t i v a t i on u r l = ” in t e rv i ew . com:3000/ user / a c t i v a t i o n/#{@user .

a c t i v a t i o n d i g e s t }”
when ’ product ion ’

@ac t i v a t i on u r l = ”http :// koudai . a4w . i s e . osaka−sandai . ac . jp / user /

a c t i v a t i o n/#{@user . a c t i v a t i o n d i g e s t }”
end

mail ( to : @user . email , s ub j e c t : ’システムの本登録のお知らせ i n t e rv i ew ’ )

end

end
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Listing 32 動画を記録した際のメールの処理 (video mailer.rb)

class VideoMailer < Appl i ca t i onMai l e r

def no t i f i c a t i o n up l o ad ed ( u s e r i d : , v i d e o t i t l e : , v i d e o i d : , emai l : )

@mai l body information = mail body ( u s e r i d : u s e r id , v i d e o t i t l e :

v i d e o t i t l e , v i d e o i d : v i d e o i d )

mail ( to : email , s ub j e c t : ’ intervew 動画が投稿されました ’ )

end

def cast name ( c a s t i d )

User . where ( id : c a s t i d ) . f i r s t . name

end

def v i d e o u r l ( v i d e o i d )

case Ra i l s . env

when ’ development ’ | | ’ t e s t ’

” i n t e rv i ew . com:3000/ v ideos/#{v i d eo i d }”
when ’ product ion ’

” http :// koudai . a4w . i s e . osaka−sandai . ac . jp / v ideos/#{v i d eo i d }”
end

end

def mail body ( u s e r i d : , v i d e o t i t l e : , v i d e o i d : )

{
ca s t : cast name ( u s e r i d ) ,

v i d e o t i t l e : v i d e o t i t l e ,

v i d e o u r l : v i d e o u r l ( v i d e o i d ) ,

}
end

end
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9.5 Helper

Listing 33 SessionHelper (sessions helper.rb)

module Se s s i on sHe lpe rログイン系

#

def l o g i n ( user )

s e s s i o n [ : u s e r i d ] = user . id

end

de f remember ( user )

user . remember

cook i e s . permanent . s i gned [ : u s e r i d ] = user . id

cook i e s . permanent [ : remember token ] = user . remember token

end

de f cu r r en t u s e r

i f ( u s e r i d = s e s s i o n [ : u s e r i d ] )

@current user | |= User . f i nd by ( id : u s e r i d )

e l s i f ( u s e r i d = cook i e s . s i gned [ : u s e r i d ] )

user = User . f i nd by ( id : u s e r i d )

i f user && user . authent i ca ted ?( cook i e s [ : remember token ] )

l o g i n user

@current user = user

end

end

end

de f cu r r en t youtube use r

@current youtube user | |= YoutubeUser . f i nd by ( id : s e s s i o n [ : u s e r i d ] ) i f

s e s s i o n [ : u s e r i d ]

end

de f l o gg ed i n ?

! cu r r en t u s e r . n i l ?

endログアウト系

#

def f o r g e t ( user )

user . f o r g e t
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cook i e s . d e l e t e ( : u s e r i d )

cook i e s . d e l e t e ( : remember token )

end

de f l o g ou t

f o r g e t ( cu r r en t u s e r )

s e s s i o n . d e l e t e ( : u s e r i d )

@current user = n i l

end

end
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Listing 34 VideosHelper (videos helper.rb)

module VideosHelper

def cur r en t youtube use r

@current youtube user = YoutubeUser . f i nd by (name : ’ labo t e s t ’ )

end

def g e t u s e r l i s t

User . s e l e c t ( : id , : name) . where ( a c t i va t ed : true )

end

def reviewed ?( u s e r id , v i d e o i d )

Review . reviewed ?( u s e r id , v i d e o i d )

end

end
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9.6 Assets

9.6.1 JavaScripts

Listing 35 JavaScriptの読み込みリスト (application.js)

// This i s a mani f e s t f i l e that ’ l l be compiled in to app l i c a t i o n . j s , which w i l l

i n c l ude a l l the f i l e s

// l i s t e d below .

//

// Any JavaScr ipt /Cof f ee f i l e with in t h i s d i r e c to ry , l i b / a s s e t s / j a v a s c r i p t s ,

vendor/ a s s e t s / j a va s c r i p t s ,

// or any plugin ’ s vendor/ a s s e t s / j a v a s c r i p t s d i r e c t o r y can be r e f e r en c ed here

us ing a r e l a t i v e path .

//

// It ’ s not adv i s ab l e to add code d i r e c t l y here , but i f you do , i t ’ l l appear

at the bottom o f the

// compiled f i l e .

//

// Read Sprockets README ( https : // github . com/ r a i l s / sp rocke t s#sprockets−
d i r e c t i v e s ) f o r d e t a i l s

// about supported d i r e c t i v e s .

//

//

//= r equ i r e jquery

//= r equ i r e j qu e r y u j s

//= r equ i r e tw i t t e r / boots t rap

//= r equ i r e tu rbo l i nk s

//= r e q u i r e t r e e .
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9.6.2 Stylesheets

Listing 36 CSSの読み込みリスト (application.css)

/∗
∗ This i s a mani f e s t f i l e that ’ l l au tomat i ca l l y in c lude a l l the s t y l e s h e e t s

a v a i l a b l e in t h i s d i r e c t o r y

∗ and any sub−d i r e c t o r i e s . You ’ re f r e e to add app l i c a t i on−wide s t y l e s to t h i s

f i l e and they ’ l l appear at

∗ the top o f the compiled f i l e , but i t ’ s g en e r a l l y b e t t e r to c r e a t e a new

f i l e per s t y l e scope .

∗= r e q u i r e s e l f

∗= r e q u i r e t r e e .

∗/
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Listing 37 Bootstrapのカスタム CSS (custom.css.scss)

/∗
@import ” bootstrap−sp rocke t s ” ;

@import ” boots t rap ” ;

∗/

/∗ c o l o r ∗/
$ l i gh t−gray : #777;

/∗ un i v e r s a l ∗/

body{
padding−top : 0px ;

}

s e c t i o n {
over f l ow : auto ;

}

texarea {
r e s i z e : v e r t i c a l ;

}

. c en t e r {
text−a l i g n : c en t e r ;

h1 {
margin−bottom : 10px ;

}
}

/∗ typography ∗/

h1 , h2 , h3 , h4 , h5 , h6{
l i n e−he ight : 1 ;

}

h1{
font−s i z e : 3em;

l e t t e r−spac ing : −2px ;
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margin−bottom : 30px ;

text−a l i g n : c en t e r ;

}

h2{
font−s i z e : 1 . 2em;

l e t t e r−spac ing : −1px ;

margin−bottom : 30px ;

text−a l i g n : c en t e r ;

font−weight : normal ;

c o l o r : $ l i gh t−gray ;

}

p{
font−s i z e : 1 . 1em;

l i n e−he ight : 1 . 7em;

}

/∗ f o o t e r ∗/

f o o t e r {
margin−top : 45px ;

padding−top : 5px ;

border−top : 1px s o l i d #eaeaea ;

c o l o r : $ l i gh t−gray ;

f o o t e r a{
c o l o r : #555;

&:hover{
c o l o r : #222;

}
}
smal l {

f l o a t : l e f t ;

}
ul {

f l o a t : r i g h t ;

l i s t −s t y l e : none ;

l i {
f l o a t : l e f t ;

margin− l e f t : 15px ;
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}
}

}

/∗の調整g r i d gu t t e r ∗/

. row−0{
margin− l e f t : 0 px ;

margin−r i g h t : 0 px ;

> div {
padding−r i g h t : 0 px ;

padding− l e f t : 0 px ;

}
}
. row−10{

margin− l e f t :−5px ;

margin−r i g h t :−5px ;

> div {
padding−r i g h t : 5 px ;

padding− l e f t : 5 px ;

}
}
. row−20{

margin− l e f t :−10px ;

margin−r i g h t :−10px ;

> div {
padding−r i g h t : 10 px ;

padding− l e f t : 10 px ;

}
}
. row−30{

margin− l e f t :−15px ;

margin−r i g h t :−15px ;

> div {
padding−r i g h t : 15 px ;

padding− l e f t : 15 px ;
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}
}
. row−40{

margin− l e f t :−20px ;

margin−r i g h t :−20px ;

> div {
padding−r i g h t : 20 px ;

padding− l e f t : 20 px ;

}
}

. navbar{
border−rad iu s : 0 ;

border : none ;

background−c o l o r : #003355;

}

. navbar−de f au l t . navbar−nav > l i > a{
c o l o r : #f f f ;

}

. navbar−de f au l t . navbar−nav > l i > a : hover{
c o l o r : #aaa ;

}
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Listing 38 Sessionsの CSS (sessions.css.scss)

h1{
text−a l i g n : c en t e r ;

}
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Listing 39 Usersの CSS (users.css.scss)

. r e s c e n t e r {
d i sp l ay : t ab l e ;

margin : 0 auto ;

}

. video−d e t a i l {
width : 400px ;

margin : 0 auto ;

}

. movie−wrap{
po s i t i o n : r e l a t i v e ;

padding−bottom : 56.25%;

padding−top : 30px ;

he ight : 0 ;

over f l ow : hidden ;

}
. movie−wrap i f rame {

po s i t i o n : abso lu t e ;

top : 0 ;

width : 100%;

he ight : 100%;

}

. comment{
po s i t i o n : r e l a t i v e ;

width : 100%;

he ight : 100%;

margin−top : 30px ;

margin−r i g h t : 40px ;

top : 50px ;

}
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Listing 40 Videosの CSS (videos.css.scss)

#contents {
po s i t i o n : r e l a t i v e ;

width : 1170px ;

he ight : 700px ;

margin : 0 auto ;

padding−top : 30px ;

}

#movie{
margin : 0 auto ;

width : 600px ;

he ight : 600px ;

}

. movie−wrap{
po s i t i o n : r e l a t i v e ;

padding−bottom : 56.25%;

padding−top : 30px ;

he ight : 0 ;

over f l ow : hidden ;

}
. movie−wrap i f rame {

po s i t i o n : abso lu t e ;

top : 0 ;

width : 100%;

he ight : 100%;

}

. form{
po s i t i o n : r e l a t i v e ;

width : 500px ;

he ight : 600px ;

margin : 0 auto ;

margin−top : 30px ;

margin−r i g h t : 40px ;

top : 50px ;

}
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. p r e l oade r {
d i sp l ay : none ;

}

.mt {
margin−top : 20px ;

}

. c en t e r {
margin : 0 auto ;

}

. r e s c e n t e r {
d i sp l ay : t ab l e ;

margin : 0 auto ;

}
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9.7 Library

Listing 41 YouTubeに動画をアップロードする処理 (video upload.rb)

class VideoUpload

r equ i r e ’ net /http ’

r e qu i r e ’ u r i ’

r e qu i r e ’ goog l e / a p i c l i e n t ’

r e qu i r e ’ j son ’

a t t r r e a d e r : v ideo id , : v id eo cont en t type

def i n i t i a l i z e ( params )

@auth token = params [ : auth token ]

@v ideo s i z e = params [ : v i d e o s i z e ]

@v i d e o t i t l e = params [ : v i d e o t i t l e ]

@video content type = params [ : v id eo cont en t type ]

@upload url = ni l

@video id = ni l

end

def setup !

s e s s i o n r e q = se s s i on youtube

i f va l i d t oken ?( s e s s i o n r e q )

s t o r e up l o ad u r l ( s e s s i o n r e q )

true

else

fa l se

end

end

def s t a r t ! ( v i d e o f i l e )

up load re s = upload to youtube ( v i d e o f i l e )

up l o ad r e su l t = JSON. parse ( up load re s . body )

i f uploaded ?( up l o ad r e su l t )

@video id = up l o ad r e su l t [ ” id ” ]

else

fa l se

end
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end

pr i va t e

def s e s s i on youtube

u r i = URI . parse ( Constants : : Youtube : : API URL)

puts ” host #{u r i . host } port #{u r i . port } r e q u r e s t u r i #{u r i . r e q u e s t u r i }”
https = Net : :HTTP. new( u r i . host , u r i . port )

https . u s e s s l = true

params req = Net : :HTTP: : Post . new( u r i . r e q u e s t u r i )

params req [ ’ Author i zat ion ’ ] = ”Bearer #{@auth token}”
params req . body = c r e a t e s e s s i o n body . t o j s on

params req [ ’ Content−Length ’ ] = params req . body . l ength

params req [ ’ Content−Type ’ ] = ’ app l i c a t i o n / j son ; cha r s e t=UTF−8 ’

params req [ ’X−Upload−Content−Length ’ ] = @v ideo s i z e

params req [ ’X−Upload−Content−Type ’ ] = @video content type

r e s = https . r eque s t ( params req )

end

def c r e a t e s e s s i o n body

body = {
sn ippet :{

t i t l e : @v id eo t i t l e ,

d e s c r i p t i o n : ”面接用” ,

tags : [ ] ,

} ,
s t a tu s :{

pr ivacyStatus : ” un l i s t e d ” ,

embeddable : ’ True ’ ,

l i c e n s e : ”youtube”

}
}

end

def va l i d t oken ?( t a r g e t )

t a r g e t . each va lue do | value |
return fa l se i f value =˜ / inva l i d t ok en$ /

end

end
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def s t o r e up l o ad u r l ( t a r g e t )

t a r g e t . each do | key , va lue |
i f key =˜ / l o c a t i o n /

@upload url = value

break

end

end

end

def upload to youtube ( v i d e o f i l e )

u r i = URI . parse ( @upload url )

https = Net : :HTTP. new( u r i . host , u r i . port )

https . u s e s s l = true

params req = Net : :HTTP: : Put . new( u r i . r e q u e s t u r i )

params req [ ’ Author i zat ion ’ ] = ”Bearer #{@auth token}”
params req [ ’ Content−Length ’ ] = @v ideo s i z e

params req [ ’ Content−Type ’ ] = @video content type

params req . body = v i d e o f i l e

r e s = https . r eque s t ( params req )

end

def uploaded ?( r e s u l t )

i f r e s u l t [ ” s t a tu s ” ] [ ” uploadStatus ” ] == ’ uploaded ’

true

else

fa l se

end

end

end
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9.8 Task

Listing 42 Unicornのタスク (unicorn.rake)

namespace : unicorn do

desc ” Star t unicorn development env . ”

task ( : s t a r t ) {
c on f i g = Ra i l s . root . j o i n ( ’ c on f i g ’ , ’ unicorn . rb ’ )

sh ”bundle exec u n i c o r n r a i l s −c #{c on f i g } −E development −D”
}

desc ”Stop unicorn ”

task ( : stop ) { un i c o r n s i g n a l :QUIT }

desc ”Restart unicorn with USR2”

task ( : r e s t a r t ) { un i c o r n s i g n a l :USR2 }

def un i c o r n s i g n a l s i g n a l

Process . k i l l s i gna l , un i co rn p id

end

def un i co rn p id

begin

F i l e . read ( ” . . / . . / / tmp/unicorn . pid ” ) . t o i

rescue Errno : :ENOENT

r a i s e ”Unicorn doesn ’ t seem to be running ”

end

end

end
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9.9 Config

Listing 43 rackupファイル (config.ru)

# This f i l e i s used by Rack−based s e r v e r s to s t a r t the a p p l i c a t i o n .

r e qu i r e ’ unicorn / wo r k e r k i l l e r ’

use Unicorn : : WorkerKi l ler : : MaxRequests , 100 , 200 , true

use Unicorn : : WorkerKi l ler : :Oom, (192∗(1024∗∗2) ) , (256∗(1024∗∗2) ) , 16

r e qu i r e : : F i l e . expand path ( ’ . . / c on f i g / environment ’ , FILE )

run Ra i l s . a pp l i c a t i o n
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Listing 44 rakeの設定ファイル (Rakefile)

# Add your own t a s k s in f i l e s p laced in l i b / t a s k s ending in . rake ,

# fo r example l i b / t a s k s / cap i s t rano . rake , and they w i l l au t oma t i c a l l y be

a v a i l a b l e to Rake .

r e qu i r e F i l e . expand path ( ’ . . / c on f i g / app l i c a t i o n ’ , FILE )

Ra i l s . a pp l i c a t i o n . l o ad t a s k s
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Listing 45 Gemfile (Gemfile)

source ’ https : // rubygems . org ’

# Bundle edge Ra i l s i n s t ead : gem ’ r a i l s ’ , g i t hu b : ’ r a i l s / r a i l s ’

gem ’ r a i l s ’ , ’ 4 . 2 . 6 ’

# Use p o s t g r e s q l as the database f o r Act ive Record

gem ’ pg ’ , ’˜> 0 .15 ’

# Use SCSS fo r s t y l e s h e e t s

gem ’ sass−r a i l s ’ , ’˜> 5 .0 ’

# Use U g l i f i e r as compressor f o r JavaScr ip t a s s e t s

gem ’ u g l i f i e r ’ , ’>= 1 . 3 . 0 ’

# Use Co f f e eSc r i p t f o r . c o f f e e a s s e t s and views

gem ’ c o f f e e−r a i l s ’ , ’˜> 4 . 1 . 0 ’

# See h t t p s :// g i t hu b . com/ r a i l s / e x e c j s#readme fo r more suppor ted runtimes

gem ’ therubyracer ’ , p la t fo rms : : ruby

# Use j query as the JavaScr ip t l i b r a r y

gem ’ jquery−r a i l s ’

# Turbo l inks makes f o l l ow i n g l i n k s in your web a pp l i c a t i o n f a s t e r . Read more :

h t t p s :// g i t hu b . com/ r a i l s / t u r b o l i n k s

gem ’ tu rbo l i nk s ’

# Bui ld JSON APIs wi th ease . Read more : h t t p s :// g i t hu b . com/ r a i l s / j b u i l d e r

gem ’ j b u i l d e r ’ , ’˜> 2 .0 ’

# bundle exec rake doc : r a i l s g enera t e s the API under doc/ api .

gem ’ sdoc ’ , ’˜> 0 . 4 . 0 ’ , group : : doc

# Use ActiveModel has secure password

gem ’ bcrypt ’ , ’˜> 3 . 1 . 7 ’

# Use Unicorn as the app s e r v e r

gem ’ unicorn ’

gem ’ unicorn−worker−k i l l e r ’

# Use Capistrano f o r deployment

# gem ’ cap i s t rano−r a i l s ’ , group : : development

gem ’ l e s s−r a i l s ’

gem ’ tw i t t e r−bootstrap−r a i l s ’

gem ’ au top r e f i x e r−r a i l s ’
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gem ’ sl im−r a i l s ’

gem ’ omniauth ’

gem ’ omniauth−google−oauth2 ’

gem ’ omniauth−youtube ’

gem ’ google−api−c l i e n t ’ , ’ ˜>0.8.2 ’ , r e qu i r e : ’ goog l e / a p i c l i e n t ’

gem ’ jquery−t u rbo l i nk s ’

# ページャー用

gem ’ kaminari ’

# に変数を渡す用 c o f f e e s c r i p t

gem ’ gon ’

#用のグラフ表示用mypage

gem ’ char tk i ck ’

gem ’mimemagic ’

group : development , : t e s t do

# Cal l ’ byebug ’ anywhere in the code to s top execu t i on and ge t a debugger

conso l e

gem ’ byebug ’

gem ’ rspec−r a i l s ’

gem ’ f a c t o r y g i r l r a i l s ’

end

group : development do

# Access an IRB conso l e on excep t i on pages or by us ing <%= conso l e %> in

v iews

gem ’web−conso l e ’ , ’˜> 2 .0 ’

# Spring speeds up development by keep ing your a p p l i c a t i o n running in the

background . Read more : h t t p s :// g i t hu b . com/ r a i l s / spr ing

gem ’ sp r ing ’

end

group : t e s t do
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gem ’ f ake r ’

gem ’ capybara ’

gem ’ da taba s e c l e ane r ’

gem ’ launchy ’

gem ’ selenium−webdriver ’

end
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Listing 46 Ruby on Railsの設定 (application.rb)

r e qu i r e F i l e . expand path ( ’ . . / boot ’ , FILE )

r e qu i r e ” r a i l s ”

# Pick the frameworks you want :

r e qu i r e ” act ive mode l / r a i l t i e ”

r e qu i r e ” a c t i v e j o b / r a i l t i e ”

r e qu i r e ” a c t i v e r e c o r d / r a i l t i e ”

r e qu i r e ” a c t i o n c o n t r o l l e r / r a i l t i e ”

r e qu i r e ” a c t i on ma i l e r / r a i l t i e ”

r e qu i r e ” ac t i on v i ew / r a i l t i e ”

r e qu i r e ” sp rocke t s / r a i l t i e ”

# requ i r e ” r a i l s / t e s t u n i t / r a i l t i e ”

# Require the gems l i s t e d in Gemfile , i n c l u d i n g any gems

# you ’ ve l im i t e d to : t e s t , : development , or : product ion .

Bundler . r e qu i r e (∗ Ra i l s . groups )

module In te rv i ew

class Appl i ca t ion < Ra i l s : : App l i ca t ion

# Se t t i n g s in con f i g / environments /∗ t ake precedence over those s p e c i f i e d

here .

# App l i ca t i on con f i g u r a t i on shou ld go in to f i l e s in con f i g / i n i t i a l i z e r s

# −− a l l . rb f i l e s in t ha t d i r e c t o r y are au t oma t i c a l l y loaded .

# Set Time . zone d e f a u l t to the s p e c i f i e d zone and make Act ive Record auto−
conver t to t h i s zone .

# Run ” rake −D time” f o r a l i s t o f t a s k s f o r f i n d i n g time zone names .

De fau l t i s UTC.

# con f i g . t ime zone = ’ Centra l Time (US & Canada) ’

# The d e f a u l t l o c a l e i s : en and a l l t r a n s l a t i o n s from con f i g / l o c a l e s /∗ . rb ,

yml are auto loaded .

# con f i g . i18n . l oad pa th += Dir [ Ra i l s . roo t . j o i n ( ’my ’ , ’ l o c a l e s ’ , ’∗ .{ rb , yml

} ’ ) . t o s ]

# con f i g . i18n . d e f a u l t l o c a l e = : de

# Do not swal low er ro r s in a f ter commit / a f t e r r o l l b a c k c a l l b a c k s .

c on f i g . a c t i v e r e c o r d . r a i s e i n t r a n s a c t i o n a l c a l l b a c k s = true
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# / l i b auto load

c on f i g . auto load paths += %W(#{ con f i g . roo t }/ l i b )

c on f i g . g ene ra to r s do | g |
g . tes t f ramework : rspec ,

f i x t u r e s : true ,

v i ew spacs : false ,

h e l p e r s p e c s : false ,

r ou t i n g sp e c s : false ,

c o n t r o l l e r s p e c s : true ,

r e qu e s t s p e c s : fa l se

g . f i x tu r e r ep l a c emen t : f a c t o r y g i r l , d i r : ” spec / f a c t o r i e s ”

end

end

end
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Listing 47 データベースの設定ファイル (database.yml)

# PostgreSQL . Versions 8.2 and up are suppor ted .

#

# I n s t a l l the pg d r i v e r :

# gem i n s t a l l pg

# On OS X with Homebrew :

# gem i n s t a l l pg −− −−with−pg−con f i g=/usr / l o c a l / b in / p g con f i g

# On OS X with MacPorts :

# gem i n s t a l l pg −− −−with−pg−con f i g=/opt / l o c a l / l i b / p o s t g r e s q l 8 4 / bin /

p g con f i g

# On Windows :

# gem i n s t a l l pg

# Choose the win32 b u i l d .

# I n s t a l l PostgreSQL and put i t s / b in d i r e c t o r y on your path .

#

# Configure Using Gemfi le

# gem ’ pg ’

#

de f au l t : &de f au l t

adapter : p o s t g r e s q l

encoding : u t f8

# For d e t a i l s on connect ion poo l ing , see r a i l s c on f i g u r a t i on guide

# h t t p :// gu ide s . r u b yon ra i l s . org / con f i gu r i n g . html#database−poo l ing

pool : 5

development :

<<: ∗ de f au l t
database : interv iew deve lopment

# The s p e c i f i e d database r o l e be ing used to connect to po s t g r e s .

# To crea t e a d d i t i o n a l r o l e s in po s t g r e s see ‘$ c r ea t eu s e r −−help ‘ .

# When l e f t b lank , po s t g r e s w i l l use the d e f a u l t r o l e . This i s

# the same name as the opera t ing system user t ha t i n i t i a l i z e d the database .

username :

# The password a s s o c i a t e d wi th the po s t g r e s r o l e ( username ) .

password :

# Connect on a TCP socke t . Omitted by d e f a u l t s ince the c l i e n t uses a

# domain sock e t t ha t doesn ’ t need con f i g u ra t i on . Windows does not have
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# domain socke t s , so uncomment t h e s e l i n e s .

host : l o c a l h o s t

# The TCP por t the s e r v e r l i s t e n s on . De fau l t s to 5432.

# I f your s e r v e r runs on a d i f f e r e n t por t number , change acco rd ing l y .

port : 5432

# Schema search path . The s e r v e r d e f a u l t s to $user , p u b l i c

#schema search path : myapp , sharedapp , p u b l i c

# Minimum log l e v e l s , in in c r ea s in g order :

# debug5 , debug4 , debug3 , debug2 , debug1 ,

# log , not ice , warning , error , f a t a l , and panic

# De fau l t s to warning .

#min messages : no t i c e

# Warning : The database de f ined as ” t e s t ” w i l l be erased and

# re−generated from your development database when you run ” rake ” .

# Do not s e t t h i s db to the same as development or product ion .

t e s t :

<<: ∗ de f au l t
database : i n t e r v i ew t e s t

username :

password :

host :

port : 5432

product ion :

<<: ∗ de f au l t
database : i n t e rv i ew produc t i on

username :

password :

host :

port : 5432
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Listing 48 環境の設定ファイル (environment.rb)

# Load the Ra i l s a p p l i c a t i o n .

r e qu i r e F i l e . expand path ( ’ . . / app l i c a t i o n ’ , FILE )

# I n i t i a l i z e the Ra i l s a p p l i c a t i o n .

Ra i l s . a pp l i c a t i o n . i n i t i a l i z e !
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Listing 49 パスの定義ファイル (routes.rb)

Ra i l s . a pp l i c a t i o n . route s . draw do

root to : ’ s t a t i c p a g e s#home ’

get ’ s t a t i c p a g e s / help ’

get ’ l o g i n ’ => ’ s e s s i o n s#new ’

post ’ l o g i n ’ => ’ s e s s i o n s#c r ea t e ’

d e l e t e ’ l ogout ’ => ’ s e s s i o n s#dest roy ’

get ’ user / s co r e ’ => ’ u s e r s#sco r e ’ , as : : u s e r s c o r e

get ’ user / v ideos ’ => ’ u s e r s#v i d e o l i s t ’ , as : : u s e r v i d eo

get ’ user / v ideos / : id ’ => ’ u s e r s#show ’ , as : : user show

get ’ user / r e g i s t r a t i o n ’ => ’ u s e r s#new ’

post ’ user / r e g i s t r a t i o n ’ => ’ u s e r s#c r ea t e ’ , as : : c r e a t e u s e r

get ’ user / a c t i v a t i o n / : id ’ => ’ u s e r s#ac t i v a t i o n ’

get ’ /auth / : prov ide r / ca l l ba ck ’ => ’ auths#c r ea t e ’

get ’ /auth/ f a i l u r e ’ => ’ auths#f a i l u r e ’

get ’ / v ideos /upload ’ => ’ v ideos#new ’ , as : : new upload

post ’ / v ideos /upload ’ => ’ v ideos#upload ’

r e s ou r c e s : v ideos , only : [ : index , : show ]

post ’ / v ideos /show ’ => ’ r ev i ews#cr ea t e ’ , as : : c r e a t e r e v i ew

end
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Listing 50 Unicornの設定ファイル (unicorn.rb)

worke r p roce s s e s In t eg e r (ENV[ ”WEBCONCURRENCY” ] | | 1)

timeout 1000

pre load app true

r a i l s r o o t = F i l e . expand path ( ’ . . / . . / ’ , FILE )

l i s t e n ”#{ r a i l s r o o t }/tmp/unicorn . sock ”

pid ”#{ r a i l s r o o t }/tmp/unicorn . pid ”

b e f o r e f o r k do | se rver , worker |
S igna l . trap ’TERM’ do

puts ’ Unicorn master i n t e r c e p t i n g TERM and sending myse l f QUIT in s t ead ’

Process . k i l l ’QUIT ’ , Process . pid

end

de f ined ?( ActiveRecord : : Base ) and

ActiveRecord : : Base . connect ion . d i s connec t !

end

a f t e r f o r k do | s e rver , worker |
S igna l . trap ’TERM’ do

puts ’ Unicorn worker i n t e r c e p t i n g TERM and doing nothing . Wait f o r master

to send QUIT ’

end

de f ined ?( ActiveRecord : : Base ) and

ActiveRecord : : Base . e s t a b l i s h c onn e c t i o n

end

# ログの出力

s td e r r pa th F i l e . expand path ( ’ l og / unicorn . l og ’ , ENV[ ’RAILS ROOT ’ ] )

s tdout path F i l e . expand path ( ’ l og / unicorn . l og ’ , ENV[ ’RAILS ROOT ’ ] )
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Listing 51 development環境の設定 (development.rb)

Ra i l s . a pp l i c a t i o n . c on f i gu r e do

# Se t t i n g s s p e c i f i e d here w i l l t ake precedence over those in con f i g /

a p p l i c a t i o n . rb .

# In the development environment your a p p l i c a t i o n ’ s code i s re l oaded on

# every r e que s t . This s lows down response time but i s p e r f e c t f o r

development

# s ince you don ’ t have to r e s t a r t the web s e r v e r when you make code changes .

c on f i g . c a c h e c l a s s e s = fa l se

# Do not eager load code on boot .

c on f i g . e ag e r l o ad = fa l se

# Show f u l l e r ror r epo r t s and d i s a b l e caching .

c on f i g . c o n s i d e r a l l r e q u e s t s l o c a l = true

c on f i g . a c t i o n c o n t r o l l e r . per form cach ing = fa l se

# Don ’ t care i f the mai ler can ’ t send .

c on f i g . a c t i on ma i l e r . r a i s e d e l i v e r y e r r o r s = fa l se

# Print depreca t ion no t i c e s to the Ra i l s l o g g e r .

c on f i g . a c t i v e suppo r t . deprecat ion = : l og

# Raise an error on page load i f t h e r e are pending migra t ions .

c on f i g . a c t i v e r e c o r d . m i g r a t i on e r r o r = : page load

# Debug mode d i s a b l e s concatenat ion and preproce s s ing o f a s s e t s .

# This op t ion may cause s i g n i f i c a n t de l ay s in view render ing wi th a l a r g e

# number o f complex a s s e t s .

c on f i g . a s s e t s . debug = true

# Asset d i g e s t s a l l ow you to s e t far−f u t u r e HTTP exp i r a t i on da te s on a l l

a s s e t s ,

# ye t s t i l l be a b l e to e xp i r e them through the d i g e s t params .

c on f i g . a s s e t s . d i g e s t = true

# Adds a dd i t i o n a l e r ror check ing when s e r v in g a s s e t s a t runtime .

# Checks f o r improper ly dec l a r ed sp ro c k e t s dependencies .

# Raises h e l p f u l e r ror messages .
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c on f i g . a s s e t s . r a i s e r u n t im e e r r o r s = true

# Raises error f o r miss ing t r a n s l a t i o n s

# con f i g . a c t i on v i ew . r a i s e o n m i s s i n g t r a n s l a t i o n s = true

# ac t i v a t i o n ma i l e r

c on f i g . a c t i on ma i l e r . de l ivery method = : smtp

con f i g . a c t i on ma i l e r . r a i s e d e l i v e r y e r r o r s = true

c on f i g . a c t i on ma i l e r . smtp s e t t i ng s = {
address : ’ smtp . gmail . com ’ ,

port : 587 ,

domain : ’ i n t e rv i ew . com:3000 ’ ,

user name : ’ andrewlabotest@gmail . com ’ ,

password : ENV[ ’ emai l password ’ ] ,

e n a b l e s t a r t l s a u t o : true ,

au then t i c a t i on : : p l a i n

}
end
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Listing 52 test環境の設定 (test.rb)

Ra i l s . a pp l i c a t i o n . c on f i gu r e do

# Se t t i n g s s p e c i f i e d here w i l l t ake precedence over those in con f i g /

a p p l i c a t i o n . rb .

# The t e s t environment i s used e x c l u s i v e l y to run your a p p l i c a t i o n ’ s

# t e s t s u i t e . You never need to work wi th i t o the rw i s e . Remember t ha t

# your t e s t da tabase i s ” s c ra t ch space ” f o r the t e s t s u i t e and i s wiped

# and rec r ea t ed between t e s t runs . Don ’ t r e l y on the data the r e !

c on f i g . c a c h e c l a s s e s = true

# Do not eager load code on boot . This avo ids l oad ing your whole a p p l i c a t i o n

# j u s t f o r the purpose o f running a s i n g l e t e s t . I f you are us ing a t o o l

t h a t

# pre l oads Ra i l s f o r running t e s t s , you may have to s e t i t to t rue .

c on f i g . e ag e r l o ad = fa l se

# Configure s t a t i c f i l e s e r v e r f o r t e s t s wi th Cache−Contro l f o r performance .

c on f i g . s e r v e s t a t i c f i l e s = true

c on f i g . s t a t i c c a c h e c o n t r o l = ’ publ ic , max−age=3600 ’

# Show f u l l e r ror r epo r t s and d i s a b l e caching .

c on f i g . c o n s i d e r a l l r e q u e s t s l o c a l = true

c on f i g . a c t i o n c o n t r o l l e r . per form cach ing = fa l se

# Raise e x c ep t i on s in s t ead o f render ing excep t i on temp la t e s .

c on f i g . a c t i on d i s pa t ch . show except ions = fa l se

# Disab l e r e que s t f o r g e r y p ro t e c t i on in t e s t environment .

c on f i g . a c t i o n c o n t r o l l e r . a l l ow f o r g e r y p r o t e c t i o n = fa l se

# Te l l Action Mai ler not to d e l i v e r emai l s to the r e a l world .

# The : t e s t d e l i v e r y method accumulates sen t emai l s in the

# ActionMai ler : : Base . d e l i v e r i e s array .

c on f i g . a c t i on ma i l e r . de l ivery method = : t e s t

# Randomize the order t e s t cases are executed .

c on f i g . a c t i v e suppo r t . t e s t o r d e r = : random

# Print depreca t ion no t i c e s to the s t d e r r .
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c on f i g . a c t i v e suppo r t . deprecat ion = : s t d e r r

# Raises error f o r miss ing t r a n s l a t i o n s

# con f i g . a c t i on v i ew . r a i s e o n m i s s i n g t r a n s l a t i o n s = true

end
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Listing 53 production環境の設定 (production.rb)

Ra i l s . a pp l i c a t i o n . c on f i gu r e do

# Se t t i n g s s p e c i f i e d here w i l l t ake precedence over those in con f i g /

a p p l i c a t i o n . rb .

# Code i s not re loaded between r e qu e s t s .

c on f i g . c a c h e c l a s s e s = true

# Eager load code on boot . This eager l oads most o f Ra i l s and

# your a pp l i c a t i o n in memory , a l l ow ing both threaded web s e r v e r s

# and those r e l y i n g on copy on wr i t e to perform b e t t e r .

# Rake t a s k s au t oma t i c a l l y i gnore t h i s op t ion f o r performance .

c on f i g . e ag e r l o ad = true

# Fu l l e r ror r epo r t s are d i s a b l e d and caching i s turned on .

c on f i g . c o n s i d e r a l l r e q u e s t s l o c a l = fa l se

c on f i g . a c t i o n c o n t r o l l e r . per form cach ing = true

# Enable Rack : : Cache to put a s imple HTTP cache in f r on t o f your a pp l i c a t i o n

# Add ‘ rack−cache ‘ to your Gemfi le b e f o r e enab l i ng t h i s .

# For large−s c a l e product ion use , cons ider us ing a caching r e v e r s e proxy

l i k e

# NGINX, varn i sh or squ id .

# con f i g . a c t i o n d i s p a t c h . rack cache = true

# Disab l e s e r v in g s t a t i c f i l e s from the ‘/ pub l i c ‘ f o l d e r by d e f a u l t s ince

# Apache or NGINX a l ready hand les t h i s .

c on f i g . s e r v e s t a t i c f i l e s = true

# Compress JavaScr ip t s and CSS .

c on f i g . a s s e t s . j s compre s so r = : u g l i f i e r

# con f i g . a s s e t s . css compressor = : sas s

# Do not f a l l b a c k to a s s e t s p i p e l i n e i f a precompi led a s s e t i s missed .

c on f i g . a s s e t s . compi le = fa l se

# Asset d i g e s t s a l l ow you to s e t far−f u t u r e HTTP exp i r a t i on da te s on a l l

a s s e t s ,

# ye t s t i l l be a b l e to e xp i r e them through the d i g e s t params .

c on f i g . a s s e t s . d i g e s t = true
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# ‘ con f i g . a s s e t s . precompi le ‘ and ‘ c on f i g . a s s e t s . vers ion ‘ have moved to

con f i g / i n i t i a l i z e r s / a s s e t s . rb

# Sp e c i f i e s the header t ha t your s e r v e r uses f o r sending f i l e s .

# con f i g . a c t i o n d i s p a t c h . x s e n d f i l e h e a d e r = ’X−Send f i l e ’ # fo r Apache

# con f i g . a c t i o n d i s p a t c h . x s e n d f i l e h e a d e r = ’X−Accel−Redirec t ’ # fo r NGINX

# Force a l l acces s to the app over SSL , use S t r i c t−Transport−Secur i ty , and

use secure cook i e s .

# con f i g . f o r c e s s l = t rue

# Use the l owe s t l o g l e v e l to ensure a v a i l a b i l i t y o f d i a gno s t i c in format ion

# when problems a r i s e .

c on f i g . l o g l e v e l = : debug

# Prepend a l l l o g l i n e s wi th the f o l l ow i n g t a g s .

# con f i g . l o g t a g s = [ : subdomain , : uuid ]

# Use a d i f f e r e n t l o g g e r f o r d i s t r i b u t e d se tup s .

# con f i g . l o g g e r = Act iveSupport : : TaggedLogging . new( Sys logLogger . new)

# Use a d i f f e r e n t cache s t o r e in product ion .

# con f i g . c a ch e s t o r e = : mem cache store

# Enable s e r v in g o f images , s t y l e s h e e t s , and JavaScr ip t s from an a s s e t

s e r v e r .

# con f i g . a c t i o n c o n t r o l l e r . a s s e t h o s t = ’ h t t p :// a s s e t s . example . com ’

# Ignore bad emai l addres se s and do not r a i s e emai l d e l i v e r y e r ro r s .

# Set t h i s to t rue and con f i gu r e the emai l s e r v e r f o r immediate d e l i v e r y to

r a i s e d e l i v e r y e r ro r s .

# con f i g . a c t i on ma i l e r . r a i s e d e l i v e r y e r r o r s = f a l s e

# Enable l o c a l e f a l l b a c k s f o r I18n (makes lookups f o r any l o c a l e f a l l back

to

# the I18n . d e f a u l t l o c a l e when a t r a n s l a t i o n cannot be found ) .

c on f i g . i18n . f a l l b a c k s = true

# Send depreca t ion no t i c e s to r e g i s t e r e d l i s t e n e r s .
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c on f i g . a c t i v e suppo r t . deprecat ion = : no t i f y

# Use d e f a u l t l o g g i n g format t e r so t ha t PID and timestamp are not suppressed

.

c on f i g . l o g f o rma t t e r = : : Logger : : Formatter . new

# Do not dump schema a f t e r migra t ions .

c on f i g . a c t i v e r e c o r d . dump schema after migrat ion = fa l se

c on f i g . a c t i on ma i l e r . de l ivery method = : smtp

con f i g . a c t i on ma i l e r . r a i s e d e l i v e r y e r r o r s = true

c on f i g . a c t i on ma i l e r . smtp s e t t i ng s = {
address : ’ smtp . gmail . com ’ ,

port : 587 ,

domain : ’ koudai . a4w . i s e . osaka−sandai . ac . jp ’ ,

user name : ’ andrewlabotest@gmail . com ’ ,

password : ENV[ ’ emai l password ’ ] ,

e n a b l e s t a r t l s a u t o : true ,

au then t i c a t i on : : p la in ,

open s s l v e r i f y mode : ’ none ’

}
end
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